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最新問題: 1
Tableau Serverでの SAML認証の問題のトラブルシューティング中に、調査する共通の領
域は何ですか?
A. Tableau Serverと SAMLプロバイダー間のネットワーク帯域幅と遅延
B. Tableau Serverと SAML IDプロバイダー間の時刻同期
C. SAMLリクエストを処理するための Tableau Serverのストレージ容量
D. Tableau Serverにアクセスするために使用するWebブラウザのバージョン互換性
Answer: B (メーッセージを残す)
Tableau Serverと SAMLアイデンティティプロバイダー間の時間同期 Tableau Serverと
SAMLアイデンティティプロバイダー間の時間同期の確保は、SAML認証の問題をトラブ
ルシューティングする際に確認する一般的な重要な側面です。SAMLアサーションには時
間制約があることが多く、システム時間の不一致によって認証が失敗することがありま

す。オプション Aは不正解です。ネットワーク帯域幅と遅延は全体的なパフォーマンスに
は重要ですが、SAML固有の問題の原因となる可能性は低いためです。オプション Cは不
正解です。Tableau Serverのストレージ容量は、通常、SAML認証要求の処理とは関係あり
ません。オプション Dは不正解です。Webブラウザーのバージョン互換性は、ユーザーエ
クスペリエンスには重要ですが、SAML認証の問題の一般的な原因ではありません。

最新問題: 2
Tableau Serverでの LDAP統合の問題をトラブルシューティングする場合、最初に確認す
る必要がある共通の側面は何ですか?
A. Tableau Serverと LDAPサーバー間のネットワーク速度と遅延
B. LDAPサーバーのソフトウェアバージョンと Tableau Serverの互換性
C. Tableau Serverで設定された LDAPサーバーアドレスとポート番号の正確さ
D. Tableau Serverで認証しようとしているクライアントマシンのファイアウォール設定
Answer: C (メーッセージを残す)
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Tableau Serverで構成されている LDAPサーバーアドレスとポート番号の正確さ LDAP
統合の問題をトラブルシューティングするときに確認する一般的かつ主要な側面

は、Tableau Server構成の LDAPサーバーアドレスとポート番号の正確さです。サーバー
アドレスまたはポート構成が正しくないと、接続の失敗や認証の問題につながる可能性が

あるため、トラブルシューティングプロセスの重要な最初の手順になります。オプション

Aは、ネットワーク速度と遅延は重要ですが、LDAP統合の問題で確認する最初の側面では
ないため、正しくありません。オプション Bは、ソフトウェアバージョンの互換性は重要
ではあるものの、通常は初期セットアップ時に検証されるため、突然の統合の問題の原因

となる可能性は低いため、正しくありません。オプション Dは、クライアントマシンの
ファイアウォール設定は、サーバー側の LDAP認証の問題とは関係がないことが多いた
め、正しくありません。

最新問題: 3
Tableau Serverインストールログを解釈する際に、インストールの失敗を診断する際に注
目すべき重要な点は何ですか?
A.インストール時
のユーザーアクセスレベルと権限

B.インストールプロセス中のネットワーク帯域幅と遅延
C.インストール失敗の具体的な性質を示すエラーコードまたはメッセージ
D.インストール中にサーバーにアクセスしたユーザーの数
Answer: C (メーッセージを残す)
インストール失敗の具体的な性質を示すエラーコードまたはメッセージ Tableau Server
でインストール失敗を診断する場合、インストールログ内でエラーコードまたはメッセー

ジを探すことが重要です。これらのコードまたはメッセージにより、インストールプロセ

ス中に何が問題であったかについて具体的な洞察が得られ、問題のトラブルシューティン

グと解決を的確に行うことができます。オプション Aは不正解です。ユーザーアクセスレ
ベルと権限は重要ですが、ログからインストール失敗を診断する際の主な焦点ではないの

が一般的です。オプション Bは不正解です。ネットワーク帯域幅と遅延はインストールロ
グに詳細が記録される可能性が低く、通常はインストール失敗の主な原因ではありませ

ん。オプション Dは不正解です。インストール中にサーバーにアクセスするユーザー数は
インストール失敗の要因になる可能性は低く、通常はインストールログに記録されませ

ん。

最新問題: 4
Tableau Serverで抽出の暗号化を実装する場合、サーバーに保存されているデータ抽出を
保護するための重要な手順は何ですか?
A. Tableau Serverとの間のすべてのデータ抽出転送用の VPNトンネルを構成する
B. Tableau Serverの構成設定内でデータ抽出の保存時の暗号化を有効にする
C.抽出ファイルへのアクセスを監視するネットワーク侵入検知システムの実装
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D.暗号化された抽出に必要な追加スペースに対応するためにサーバーのストレージ容量
を増やす

Answer: B (メーッセージを残す)
Tableau Serverの構成設定内でデータ抽出の保存時の暗号化を有効にする Tableau Server
の構成内でデータ抽出の保存時の暗号化を有効にすることは、サーバー上に保存されてい

るデータ抽出を保護するために不可欠です。この機能は、サーバー上に保存されている抽

出ファイルを暗号化し、特にサーバーのストレージが侵害された場合に、機密データを不

正アクセスから保護します。オプション Aは不正解です。VPNトンネルを構成すると、
サーバー上に保存されている抽出などの保存中のデータではなく、転送中のデータが対象

となります。オプション Cは不正解です。ネットワーク侵入検知システムは、全体的なセ
キュリティには重要ですが、データ抽出を直接暗号化するわけではないからです。オプ

ション Dは不正解です。ストレージ容量を増やすことは、データ抽出の暗号化やセキュリ
ティに直接貢献しないからです。

最新問題: 5
Tableau Serverの災害復旧計画を検証する際に、システム障害が発生した場合にダウンタ
イムを最小限に抑えるために評価することが重要となる側面は何ですか?
A.データバックアップの合計サイズ
B. Tableau Serverの異なるバージョンとのバックアップデータの互換性
C.バックアップ復元プロセスの効率と速度
D.プライマリサーバーとバックアップサーバー間の物理的な距離
Answer: C (メーッセージを残す)
バックアップ復元プロセスの効率と速度バックアップ復元プロセスの効率と速度は、災害

復旧シナリオ中にダウンタイムを最小限に抑えるための重要な要素です。迅速かつ効率的

な復元とは、Tableau Serverを速やかにオンラインに戻すことができ、業務への影響を軽
減できることを意味します。オプション Aは不正解です。データバックアップの合計サイ
ズは、ストレージ要件に影響しますが、復旧中のダウンタイムを直接決定するものではあ

りません。オプション Bは不正解です。互換性は重要ですが、災害時の復旧速度に直接影響
するものではありません。オプション Dは不正解です。サーバー間の物理的な距離は災害
復旧計画の特定の側面に影響する可能性がありますが、ダウンタイムを最小限に抑えるた

めの主な要因ではありません。

最新問題: 6
Tableau Serverでユーザーアクティビティを監視するためのカスタム管理ビューを作成
する場合、ログインイベントとログアウトイベントを解釈するために Tableauリポジト
リスキーマ内のどのテーブルに注目する必要がありますか?
A.さまざまなワークブックに対するユーザーの操作を追跡するための「ワークブック」
テーブル

B.どのデータソースがアクセスされているかを監視するための「data_connections」テーブ

ル
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C.ユーザーが行ったWebリクエストを分析するための「http_requests」テーブル

D.特定のユーザーのログインとログアウトのアクティビティを追跡するための
「historical_events」テーブル

Answer: (解答を表示する)
特定のユーザーのログインとログアウトアクティビティを追跡するための

「historical_events」テーブル Tableauリポジトリスキーマの「historical_events」テーブル

は、ユーザーのログインとログアウトアクティビティを監視するのに最も関連していま

す。このテーブルは、ユーザー認証イベントを含む、Tableau Serverのさまざまなイベント
を記録します。これは、ユーザーのアクセスパターンを理解し、セキュリティコンプライア

ンスを確保するための鍵となります。オプションAは不正解です。
「workbooks」テーブルは、ユーザーのログイン/ログアウトアクティビティではなく、ワー

クブックとのやり取りに重点を置いています。オプション Bは、「data_connections」テー

ブルがユーザー認証イベントではなく、データソース接続を処理するため、正しくありま

せん。

オプション Cは正しくありません。「http_requests」テーブルにはWeb要求データが含ま

れていますが、ユーザーのログインおよびログアウトイベントに特に焦点を当てていない

ためです。

最新問題: 7
Linux上の Tableau Serverの起動に関する問題をトラブルシューティングする場合、問題
を特定するために主にどのログを調べる必要がありますか?
A. Linuxシステムのカーネルログでハードウェア関連の問題をチェックします
B. Tableau ServerデータディレクトリにあるTableau Serverログファイル
C.Webトラフィック処理に関連する問題を特定するためにWebサーバーがログに記録し
ます。

D.外部データソースとの接続の問題をチェックするためのネットワークログ
Answer: (解答を表示する)
Tableau Serverログファイルは Tableau Serverデータディレクトリにあります。Linux
上の Tableau Serverの起動に関する問題のトラブルシューティングには、Tableau Server
のデータディレクトリにある Tableau Serverログファイルが最も関連しています。これ
らのログには、サーバーの操作に関する詳細な情報が含まれており、起動プロセス中に発

生する特定のエラーや問題に関する洞察が得られます。オプション Aは不正解です。カー
ネルログはハードウェア関連の診断には役立ちますが、Tableau Serverの起動に関する問
題に関する具体的な情報が含まれる可能性は低いためです。オプション Cは不正解で
す。Webサーバーログは HTTPトラフィックに重点を置いており、Tableau Serverの内部
起動プロセスに関する詳細情報を提供しない可能性があるためです。オプション Dは不正
解です。ネットワークログは接続の問題の診断には重要ですが、Tableau Serverの起動に
関する問題に関する主要な情報源ではないためです。
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最新問題: 8
パフォーマンス記録により、外部データベースからのクエリ応答時間が Tableau Serverの
主なボトルネックになっていることが示されている場合、最初にとるべき行動は何でしょ

うか?
A.処理速度を上げるために外部データベースサーバーをアップグレードする
B. Tableauワークブックで使用されるデータベースクエリを見直して最適化し、効率化を
図る

C. Tableau Serverにキャッシュメカニズムを実装して、データベースクエリへの依存を減
らす

D.外部データベースの負荷を軽減するためにデータ抽出のサイズを制限する
Answer: B (メーッセージを残す)
Tableauワークブックで使用されるデータベースクエリを確認して最適化し、効率性を高
めます。パフォーマンス記録によって示されるように、外部データベースからのクエリ応

答時間が遅い場合に対処するための最初のアクションは、Tableauワークブックで使用さ
れるデータベースクエリを確認して最適化することです。クエリの最適化には、クエリの

簡素化、クエリされるデータの量の削減、クエリの構造の改善が含まれます。これにより、

クエリの非効率性が直接解決され、インフラストラクチャの大幅な変更を必要とせずに応

答時間が改善される可能性があります。オプション Aは不正解です。外部データベース
サーバーのアップグレードは、より多くのリソースを消費するソリューションであり、ク

エリの最適化が不十分な場合にのみ検討する必要があります。

オプション Cは不正解です。キャッシュメカニズムを実装すると、いくつかの問題は軽減
されるかもしれませんが、クエリパフォーマンスの低下の根本的な原因は解決されませ

ん。オプション Dは不正解です。データ抽出のサイズを制限しても、必ずしもクエリ自体の
効率が向上するわけではないからです。

最新問題: 9
かなりの処理時間を要する複雑なデータ視覚化に主に Tableau Serverを使用している企
業の場合、どの構成キーを調整する必要がありますか?
A.複雑な視覚化の処理時間を長くするために、「gateway.timeout」値を増やします。
B.視覚化レンダリングを高速化するために、「vizqlserver.session.expiry.timeout」の値を減

らします。

C.サーバーの負荷を軽減するために、「backgrounder.extractsrefresh」の値を制限します

D.データの取得を高速化するために、「dataserver.timeout」の値を減らします

Answer: A (メーッセージを残す)

「gateway.timeout」値を増やすと、複雑な視覚化の処理時間が長くなります。

「gateway.timeout」値を増やすと、サーバーがタイムアウトせずに複雑な視覚化を処理する

時間が長くなります。これは、詳細で複雑なデータの視覚化に重点を置く企業にとって不

可欠です。オプション Bは不正解です。セッションの有効期限のタイムアウトを短くする
と、視覚化プロセスが中断される可能性があります。オプション Cは不正解です。抽出の更
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新頻度を制限しても、複雑な視覚化の処理時間に直接影響はありません。オプション Dは
不正解です。データサーバーのタイムアウトを短くすると、特に複雑なクエリの場合、デー

タ取得に十分な時間がなくなる可能性があります。

最新問題: 10
Tableau Serverの展開において、ライセンスのないノードを構成する際に考慮すべき重要
な点は何ですか?
A.集中的なタスクを管理するには、ライセンスのないノードはライセンスのあるノードよ
りも高い処理能力を持つ必要があります。

B.効果的な通信のためには、ライセンスのないノードはライセンスのあるノードと同じ物
理的な場所にある必要があります。

C.ライセンスのないノードが適切にネットワーク化され、ライセンスのあるノードと通信
できるように構成されていることを確認します。

D.ライセンスのないノードには、ライセンスのあるノードとは別のストレージシステムが
必要です。

Answer: C (メーッセージを残す)
ライセンスのないノードが適切にネットワーク化され、ライセンスのあるノードと通信で

きるように構成されていることを確認します。ライセンスのないノードを設定するとき

は、ライセンスのあるノードと通信するための適切なネットワーク化と構成が重要です。

これにより、ライセンスのないノードがバックグラウンドタスクを効果的に処理し、結果

をメインサーバーに返すことができるようになり、Tableau Server展開の全体的な効率が
維持されます。オプション Aは不正解です。ライセンスのないノードの処理能力要件は、ラ
イセンスのあるノードよりも必ずしも高くする必要はありません。これは、割り当てられ

た特定のタスクによって異なります。オプション Bは不正解です。ライセンスのないノー
ドの物理的な場所は、ネットワーク経由でライセンスのあるノードに適切に接続されてい

る限り、重要な要素ではありません。オプション Dは不正解です。ライセンスのないノード
では、別のストレージシステムを持つことが主な要件ではなく、主にタスク処理とライセ

ンスのあるノードとの通信を効率的に行うように構成する必要があるためです。

最新問題: 11
Tableau Cloudの自動ユーザープロビジョニングを実装する計画を立てる際、System for
Cross-Domain Identity Management (SCIM)を効果的に活用するにはどうすればよいで
しょうか?
A.組織のアイデンティティ管理システムに変更があるたびに、Tableau Cloudでユーザー
ロールを手動で更新する

B. SCIMを組織の IDプロバイダーと統合して、Tableau Cloudでのユーザーアカウント
の作成、更新、非アクティブ化のプロセスを自動化します。

C.継続的なユーザーアカウント管理ではなく、ユーザーアカウントの定期的な監査にのみ
SCIMを使用する
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D. SCIMを構成して、ユーザーが Tableau Cloudで直接アカウントをセルフプロビジョニ
ングできるようにします。

Answer: (解答を表示する)
SCIMを組織のアイデンティティプロバイダーと統合して、Tableau Cloudでのユーザー
アカウントの作成、更新、非アクティブ化のプロセスを自動化します。SCIMを組織のアイ
デンティティプロバイダーと組み合わせて使用すると、Tableau Cloudでのユーザーアカ
ウント管理を自動化できます。この統合により、組織のアイデンティティ管理システムの

変更に基づいてユーザーアカウントを自動的に作成、更新、非アクティブ化できるた

め、Tableau Cloudでのユーザーアクセスが最新かつ安全な状態に保たれます。オプショ
ン Aは不正解です。ユーザーロールを手動で更新することは、SCIMの自動化機能を効率
的に使用していないためです。

オプション Cは不正解です。SCIMは定期的な監査だけでなく、継続的なユーザーアカウ
ント管理のために設計されています。

オプション Dは不正解です。SCIM統合は通常、管理者または IT部門によって管理され、
ユーザーがアカウントを自己プロビジョニングできるようには管理されないためです。

最新問題: 12
観測可能性データを確認した結果、Tableau Serverのデータ抽出更新が営業時間中のパ
フォーマンスに大きな影響を与えていることがわかりました。この問題に対処するには、

どのようなアーキテクチャ変更を行う必要がありますか?
A.更新を避けるためにすべてのデータ抽出をライブ接続に移動する
B.パフォーマンスへの影響を最小限に抑えるために、抽出の更新をオフピーク時にスケ
ジュールする

C.サーバーのパフォーマンスを向上させるために抽出の更新を完全に無効にする
D.抽出の更新を高速化するためにサーバーの CPUをアップグレードする
Answer: (解答を表示する)
パフォーマンスへの影響を最小限に抑えるために、オフピーク時に抽出更新をスケジュー

ルするデータ抽出更新によるパフォーマンスへの影響に対応するための効果的なアーキ

テクチャ調整は、これらの更新をオフピーク時間に再スケジュールすることです。この変

更により、サーバー需要が通常高い営業時間中のパフォーマンスへの影響が最小限に抑え

られ、サーバー全体のパフォーマンスが向上します。オプション Aは不正解です。すべての
データ抽出をライブ接続に切り替えることは、すべてのデータソースで実行可能または望

ましいとは限らず、独自のパフォーマンスへの影響が生じる可能性があります。オプショ

ン Cは不正解です。抽出更新を完全に無効にすると、データの鮮度とユーザーに対する機
能性が損なわれる可能性があります。オプション Dは不正解です。CPUをアップグレード
するとパフォーマンスが向上する可能性がありますが、ピーク時のサーバー使用に影響を

与える抽出更新という根本的な問題には対処していないためです。

最新問題: 13
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Tableau ServerでWebデータコネクタ (WDC)を構成する場合、データの精度とセキュ
リティを維持するために重要な手順は何ですか?
A.すべてのWDCが Tableau Serverと同じサーバー上でホストされるように強制する
B.テストや互換性チェックに関係なく、WDCを最新バージョンに定期的に更新する
C.WDCがデータソースに安全にアクセスし、データ転送を安全かつ効率的に処理してい
ることを確認する

D.WDCの使用を社内で開発されたコネクタのみに制限し、サードパーティのコネクタを
禁止する

Answer: (解答を表示する)
WDCがデータソースに安全にアクセスし、データ転送を安全かつ効率的に処理している
ことを確認する Tableau ServerでWebデータコネクタを構成する場合、これらのコネク
タがデータソースに安全にアクセスし、データ転送を効率的に処理していることを確認す

ることが重要です。これには、データソース接続のセキュリティを検証し、WDCによる
データ処理がデータセキュリティと整合性のベストプラクティスに準拠していることを

確認することが含まれます。オプション Aは不正解です。すべてのWDCを Tableau
Serverと同じサーバーでホストする必要はないからです。オプション Bは不正解です。適
切なテストと互換性チェックを行わずにWDCを更新すると、データの正確性やセキュリ
ティに問題が生じる可能性があります。オプション Dは不正解です。内部コネクタは一定
のセキュリティ保証を提供するかもしれませんが、すべてのサードパーティコネクタを禁

止すると、機能とイノベーションが不必要に制限される可能性があるからです。

最新問題: 14
Tableau Serverでメタデータ APIを構成する場合、APIの効果的なパフォーマンスとセ
キュリティを確保するために重要な手順はどれですか?
A.不正アクセスを防ぐためにAPIキーを定期的に変更する
B.メタデータ APIへのリクエスト数を制御するためのレート制限の設定
C.メインの Tableau Serverとは別のサーバーで実行するようにメタデータ APIを構成す
る

D.追加の暗号化レイヤーを使用してすべてのメタデータ APIレスポンスを暗号化する
Answer: (解答を表示する)
メタデータ APIへのリクエスト数を制御するレート制限の設定メタデータ APIのレート
制限の設定は、Tableau Serverの負荷を管理し、APIの不正使用を防ぐために不可欠です。
レート制限により、メタデータ APIによって処理されるリクエストの数と頻度が制御さ
れ、サーバーのパフォーマンスと安定性が維持されます。オプション Aは不正解です。API
キーを定期的に変更することは、セキュリティ上の優れた実践ではありますが、運用中の

メタデータ APIのパフォーマンスとセキュリティとは特に関係ありません。オプション C
は不正解です。メタデータ APIを別のサーバーで実行することは標準要件ではなく、効果
的なパフォーマンスに直接寄与しません。オプション Dは不正解です。メタデータ API応
答に暗号化レイヤーを追加することは通常不要であり、APIはすでに安全なプロトコルの
下で動作しているはずなので、不必要な複雑さが増す可能性があります。
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最新問題: 15
Linuxシステムに Tableau Serverをインストールすると、サーバーが外部データソースと
通信できないという問題が発生します。このネットワークの問題をトラブルシューティン

グするには、まず何を行う必要がありますか?
A. Tableau Serverを再インストールしてネットワーク構成をリセットします
B. Linuxサーバーのファイアウォール設定をチェックして、必要なポートが開いているこ
とを確認します。

C. Linuxサーバーのネットワークドライバーをアップグレードする
D. Tableau Serverがすべての外部通信に対してファイアウォールをバイパスするように
構成する

Answer: B (メーッセージを残す)
Linuxサーバーのファイアウォール設定をチェックして、必要なポートが開いていること
を確認します。Linux上の Tableau Serverと外部データソース間の通信の問題をトラブル
シューティングする最初の手順は、Linuxサーバーのファイアウォール設定を確認するこ
とです。外部通信を正常に行うには、必要なポートが開いていて、Tableau Serverとの間の
トラフィックを許可するように正しく構成されていることを確認することが重要です。オ

プション Aは正しくありません。ネットワーク構成を確認する前に Tableau Serverを再
インストールするのは過剰な措置です。

オプション Cは不正解です。ネットワークドライバーのアップグレードは、潜在的に有益
ではありますが、ネットワーク通信の問題をトラブルシューティングするための最初の手

順ではありません。オプション Dは不正解です。ファイアウォールをバイパスするように
Tableau Serverを構成すると、重大なセキュリティ上の脆弱性が生じる可能性があり、推
奨される方法ではありません。

最新問題: 16
Windowsシステムに Tableau Serverをインストール中に、権限エラーが発生します。この
問題を解決するには、まず何をすればよいでしょうか?
A.Windowsシステムでユーザーアカウント制御 (UAC)を無効にする
B. Tableau Serverインストールディレクトリのセキュリティ権限の確認と調整
C.Windowsシステム上のすべてのユーザーアカウントに管理者権限を付与する
D.Windowsオペレーティングシステムを再インストールしてシステム権限をリセットす
る

Answer: B (メーッセージを残す)
Tableau Serverインストールディレクトリのセキュリティ権限の確認と調整 Tableau
ServerをWindowsにインストール中に権限エラーが発生した場合、最初に行うべきこと
は、インストールディレクトリのセキュリティ権限の確認と調整です。インストールを正

常に行うには、インストーラーにディレクトリへの書き込み権限があることを確認するこ

とが重要です。オプション Aは不正解です。UACを無効にすることは推奨される方法では
なく、Tableau Serverインストールディレクトリの権限の問題に具体的に対処するもので

https://www.jpnpdf.com/Tableau.TCA-C01.v2024-12-21.q73-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Tableau.TCA-C01.v2024-12-21.q73-mondaishu.html


はありません。オプション Cは不正解です。すべてのユーザーに管理者権限を付与するの
は過剰であり、セキュリティリスクをもたらします。オプション Dは不正解です。オペ
レーティングシステムを再インストールすることは、権限の問題を解決するための不必要

な極端な手段です。

有効な TCA-C01問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい TCA-C01試験問
題集！ GoShiken.comが最新の TCA-C01試験問題集を提供しています。
GoShiken.com TCA-C01試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com TCA-C01問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Tableau/TCA-C01-mondaishu.html (20230%OFF問題集溶と

正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
ITリソースが限られている小規模なスタートアップの場合、新しい Tableau Serverの展開
にはどの IDストアと認証構成が最も適しているでしょうか?
A.将来の拡張性を考慮した複雑な LDAPベースのシステムの実装
B. Tableau Serverの組み込みローカル IDストアを使用して、シンプルさと管理のしやす
さを実現

C.コストに関係なく、外部のエンタープライズレベルのアイデンティティプロバイダと統
合する

D. Tableau Server用に他のシステムとは関係のない別の認証情報をユーザーに要求する
Answer: B (メーッセージを残す)
Tableau Serverの組み込みローカル IDストアを使用して、シンプルさと管理のしやすさ
を実現リソースが限られている小規模なスタートアップ企業の場合、Tableau Serverの組
み込みローカル IDストアを使用すると、より高度なシステムの複雑さとコストを回避し、
シンプルで管理しやすいソリューションを実現できます。オプション Aは不正解です。複
雑な LDAPシステムは、小規模なスタートアップ企業にとってリソースを大量に消費する
可能性があります。オプション Cは不正解です。小規模なチームにとって、外部のエンター
プライズレベルのプロバイダーとの統合は不要でコストがかかる可能性があります。オプ

ション Dは不正解です。個別の認証情報が必要になると、ユーザー管理が非効率になり、
ユーザーエクスペリエンスが低下する可能性があります。

最新問題: 18
Linuxシステムに Tableau Serverをインストールしているときに、企業のWebプロキシ
が原因でサーバーが外部リソースにアクセスできないことに気付きました。Tableau
ServerがこのWebプロキシを介して通信できるようにするための重要な手順は何です
か?
A. Tableau Serverのインストール期間中、企業のWebプロキシを無効にする
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B. Tableau Serverがすべての外部通信でWebプロキシをバイパスするように構成する
C. Linuxで適切な環境変数を設定してWebプロキシの詳細を指定します
D.Webプロキシの必要性を回避するためのVPNソリューションの実装
Answer: C (メーッセージを残す)
Linuxで適切な環境変数を設定してWebプロキシの詳細を指定する Tableau Serverが企
業のWebプロキシを介して通信できるようにするには、Linuxシステムで適切な環境変数
を設定する必要があります。これらの変数には、Webプロキシのアドレスとポートを含
め、Tableau Serverが外部通信をプロキシ経由でルーティングできるようにする必要があ
ります。オプション Aは不正解です。企業のWebプロキシを無効にすることは、セキュリ
ティポリシーにより通常は実行不可能または推奨されません。オプション Bは不正解で
す。Webプロキシをバイパスするように Tableau Serverを構成することは、企業のネット
ワークポリシーで許可されていない場合があり、セキュリティリスクを招く可能性があり

ます。オプション Dは不正解です。VPNソリューションを実装することは、Webプロキシ
通信の問題に対処するための過剰な手段であり、企業のネットワークポリシーと競合する

可能性もあります。

最新問題: 19
Tableau Server導入のオペレーティングシステムとハードウェア関連のメトリクスを収
集して分析する戦略を策定する際に、サーバーの安定性とパフォーマンスを確保するため

に優先すべきことは何ですか?
A.ハードウェア障害やオペレーティングシステムエラーに対するリアルタイムアラート
の設定

B. Tableau Serverのパフォーマンスに影響を与える主な要因であるディスクストレージ
の最適化に重点を置きます。

C.定期的にサーバーを再起動して、最新の動作環境を確保する
D.現在のパフォーマンス指標に関係なく、ハードウェアコンポーネントを毎年アップグ
レードする

Answer: A (メーッセージを残す)
ハードウェア障害やオペレーティングシステムエラーに関するリアルタイムアラートの

設定ハードウェア障害やオペレーティングシステムエラーに関するリアルタイムアラー

トの設定を優先することは、Tableau Server環境を監視する戦略において非常に重要で
す。このプロアクティブなアプローチにより、サーバーの安定性とパフォーマンスに影響

を与える可能性のある重大な問題をすぐに認識し、迅速な解決や軽減が可能になります。

オプション Bは不正解です。ディスクストレージの最適化のみに焦点を当てると、CPU、
メモリ、ネットワークパフォーマンスなどの他の重要なメトリックが無視されるからで

す。オプション Cは不正解です。定期的な再起動は継続的な監視の代わりにはならず、不必
要にサービスを中断する可能性があるためです。オプション Dは不正解です。ハードウェ
アのアップグレードは、固定の年間スケジュールではなく、パフォーマンスメトリックと

ニーズに基づいて行う必要があります。
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最新問題: 20
Tableau Serverに SSL暗号化を実装する場合、安全な通信を確保するための重要な手順は
何ですか?
A.セットアップを容易にするために、Tableau Serverで自己署名 SSL証明書を使用する
ように構成する

B.信頼できる証明機関から有効な SSL証明書を取得してインストールする
C. SSLとの互換性を確保するために、すべての Tableau Serverノードで HTTPを有効に
する

D. SSL通信が中断されないように、すべてのファイアウォールを無効にする
Answer: B (メーッセージを残す)
信頼できる証明機関から有効な SSL証明書を取得してインストールする Tableau Server
に SSL暗号化を実装する上で重要なステップは、信頼できる証明機関から有効な SSL証
明書を取得してインストールすることです。これにより、サーバーとクライアント間の通

信が暗号化され、安全になります。信頼できる機関からの証明書を使用すると、サーバーに

接続するクライアントの信頼の問題を回避するのにも役立ちます。オプション Aは不正解
です。自己署名 SSL証明書はすべてのクライアントに信頼されない可能性があり、セキュ
リティ警告が表示される場合があります。オプション Cは不正解です。HTTPを有効にし
ても SSL暗号化には役立たないため、代わりに HTTPSを使用する必要があります。オプ
ション Dは不正解です。ファイアウォールを無効にすると、サーバーの全体的なセキュリ
ティが損なわれる可能性があり、SSL実装には不要です。

最新問題: 21
Tableau Server展開でライセンスのないノードを構成する場合、このノードが実行できる
主な機能は何ですか?
A.障害発生時にプライマリサーバーのバックアップとして機能します
B.ユーザー認証リクエストを処理できます
C.データ抽出やバックグラウンドジョブなどのタスクに使用できます。
D.ユーザーリクエストを分散するロードバランサーとして機能します
Answer: B (メーッセージを残す)
データ抽出やバックグラウンドジョブなどのタスクに使用できます。Tableau Server展開
のライセンスのないノードは通常、データ抽出、サブスクリプションタスク、その他のバッ

クグラウンドジョブなどのバックグラウンドタスクを実行するために使用されます。これ

により、ライセンスのあるノードからこれらのタスクの負荷を軽減し、コアサーバー機能

のパフォーマンスを向上させることができます。オプション Aは不正解です。ライセンス
のないノードはライブサーバータスクやユーザー操作を処理しないため、プライマリ

サーバーのバックアップとして機能できません。オプション Bは不正解です。ユーザー認
証要求は、必要な機能とセキュリティ設定へのアクセス権を持つライセンスのあるノード

によって管理されます。オプション Dは不正解です。ユーザー要求の負荷分散は、直接的な
ユーザー操作とデータ処理を伴うため、ライセンスのあるノードを必要とする機能です。
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最新問題: 22
Tableau Cloudを使用する組織は、ローカル SQL Serverデータベースに保存されている
データを使用して、クラウドベースのダッシュボードを定期的に更新する必要がありま

す。最適なデータ更新と統合のためには、どのようなアプローチを取るべきでしょうか?
A. SQL Serverから Tableau Cloudへの定期的なデータエクスポートをスケジュールする
B. Tableau Bridgeを実装して、SQL Serverデータベースからのスケジュールされた更新
を容易にします。

C.すべての SQL Serverデータを CSVファイルに変換し、Tableau Cloudに手動でアップ
ロードします。

D.サードパーティのツールを使用して SQL Serverと Tableau Cloud間でデータを同期す
る

Answer: (解答を表示する)
Tableau Bridgeを実装して、SQL Serverデータベースからのスケジュールされた更新を容
易にします。Tableau Bridgeを使用すると、SQL Serverなどのオンプレミスデータベース
から Tableau Cloudへのデータ更新をスケジュールできるため、クラウドベースのダッ
シュボードが最新のデータで定期的に更新されます。オプション Aは、データのエクス
ポートとインポートの手動のプロセスが必要で、エラーが発生しやすいため、不正解です。

オプション Cは、手動アップロード用にデータを CSVに変換するのは非効率的で、定期的
な更新には適していないため、不正解です。オプション Dは、Tableau Bridgeがこのタス
クを直接実行できる場合に、不必要な複雑さが生じるため、不正解です。

最新問題: 23
Tableauを導入する多国籍企業にとって、ライセンスと ATRコンプライアンスに関して最
も重要な考慮事項は何ですか?
A.コストを最小限に抑えるために、利用可能な最も安価なライセンスオプションを選択す
る

B.多国籍企業にとってATRコンプライアンスは重要ではないため無視する
C.ユーザーのグローバルな分布に適合し、ATR要件に準拠したライセンスモデルを選択
する

D. IT部門の好みのみに基づいてライセンスモデルを選択する
Answer: C (メーッセージを残す)
ユーザーのグローバルな分布に適合し、ATR要件に準拠するライセンスモデルを選択する
この選択により、ライセンスモデルがユーザーの地理的分布に適合し、さまざまな地域に

わたる ATR規制に準拠することが保証されます。これは、多国籍展開にとって重要です。
オプション Aは不正解です。最も安価なオプションでは、多国籍企業の特定のニーズとコ
ンプライアンス要件を満たさない可能性があります。オプション Bは不正解です。特に多
国籍の状況では、ATRコンプライアンスは法的および運用上の理由から不可欠です。オプ
ション Dは不正解です。ライセンスモデルは、IT部門の好みだけでなく、より広範な組織
のニーズとコンプライアンスに基づく必要があるためです。
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最新問題: 24
クラウドとオンプレミスのシステムが混在する組織が Tableau Cloudを導入しています。
すべてのシステムでユーザーがシームレスかつ安全にアクセスできる環境を確保したいと

考えています。どの認証方法を実装すればよいでしょうか?
A. Tableau Cloud内のみのローカル認証
B.システムと互換性のある外部 IDプロバイダーを使用したシングルサインオン (SSO)
C. Tableau Cloudとオンプレミスシステムの認証を分離
D.各セッションのユーザー名とパスワードを手動で入力する
Answer: (解答を表示する)
システムと互換性のある外部 IDプロバイダーを使用したシングルサインオン (SSO)外部
IDプロバイダーを使用して SSOを実装すると、ユーザーはクラウドシステムとオンプレ
ミスシステムの両方にシームレスかつ安全にアクセスでき、統一された認証エクスペリエ

ンスが提供されます。オプション Aは不正解です。Tableau Cloudのローカル認証ではオ
ンプレミスシステムとのシームレスな統合が提供されません。オプション Cは不正解で
す。システムごとに個別の認証を行うと、ユーザーエクスペリエンスが分断され、セキュリ

ティ違反のリスクが高まります。オプション Dは不正解です。セッションごとに手動で認
証するのは効率が悪く、SSOが提供するセキュリティとアクセスのしやすさが得られませ
ん。

最新問題: 25
Windowsに Tableau Serverをインストールしているときに、システムの現在のソフト
ウェア構成との競合を示すエラーメッセージが表示されます。最も適切な最初のトラブル

シューティング手順は何ですか?
A.Windowsオペレーティングシステムを最新バージョンにアップグレードする
B.依存関係の互換性のないバージョンや競合するアプリケーションなどのソフトウェア
の競合をチェックして解決する

C.Windowsシステムをネットワークから切断して外部干渉から隔離する
D.システムの地域と言語の設定を Tableauの推奨に合わせて変更する
Answer: B (メーッセージを残す)
依存関係の互換性のないバージョンや競合するアプリケーションなどのソフトウェアの競

合を確認して解決するWindowsへの Tableau Serverのインストール中にソフトウェアの
競合に関連するエラーが発生した場合、最初の手順としてこれらの競合を確認して解決す

る必要があります。これには、依存関係を互換性のあるバージョンに更新したり、システム

上の他のアプリケーションとの競合に対処したりすることが含まれる場合があります。

オプション Aは不正解です。オペレーティングシステムのアップグレードは役立つ可能性
はありますが、特定のソフトウェアの競合を特定する前に最初に行うべき手順ではありま

せん。オプション Cは不正解です。ネットワークから切断しても、システム上のソフトウェ
アの互換性の問題は解決されないからです。オプション Dは不正解です。地域と言語の設
定を変更しても、Tableau Serverのインストールに影響するソフトウェアの競合は解決さ
れない可能性が高いからです。
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最新問題: 26
急速に成長している小売企業が、全国規模の事業に Tableauを導入することを計画してい
ます。Tableau導入のスケーラビリティを確保するために考慮すべき最も重要な要素は何
ですか?
A.システム負荷を制御するためにユーザー数を制限する
B.将来の成長を考慮せずに現在のデータ要件のみに焦点を当てる
C.データ量とユーザー数の増加に合わせて拡張できる展開モデルを選択する
D.データやユーザー要件の増加に関係なく、単一のサーバーを使用する
Answer: C (メーッセージを残す)
データ量とユーザー数の増加に合わせて拡張できる導入モデルを選択するこのオプショ

ンを選択すると、企業の成長に合わせて Tableau導入がデータ量の増加とユーザー数の増
加に対応できるようになります。これは、急速に拡大するビジネスにとって重要です。オプ

ション Aは不正解です。ユーザー数を制限すると、運用効率とビジネスの成長が妨げられ
る可能性があります。オプション Bは不正解です。将来の成長を考慮していないためです。
これは、スケーラブルで将来性のある導入に不可欠です。オプション Dは不正解です。拡大
する運用を単一のサーバーに依存すると、パフォーマンスの問題が発生する可能性があ

り、スケーラビリティをサポートしません。

最新問題: 27
Tableau Serverの負荷テストに TabJoltを使用する場合、実際の使用状況を効果的にシ
ミュレートするには TabJoltで何を構成することが重要ですか?
A. TabJoltがシミュレートする同時ユーザーの最大数
B. TabJoltによってシミュレートされるユーザーの特定のIPアドレス
C.テスト期間全体を通じて一定の負荷パターン
D.サーバーの定期メンテナンス期間中のみテストする
Answer: A (メーッセージを残す)
TabJoltがシミュレートする同時ユーザーの最大数同時ユーザーの最大数をシミュレート
するように TabJoltを構成することは、効果的な負荷テストを行う上で重要です。この設定
により、Tableau Serverが高レベルの同時使用をどの程度処理できるかを評価できます。
これは、実際のパフォーマンスとキャパシティプランニングの重要な側面です。オプショ

ン Bは不正解です。個々のユーザー IPアドレスを指定することは、効果的な負荷テストに
は必要なく、通常は実際の使用パターンを反映しません。オプション Cは不正解です。テス
ト中に負荷パターンを変えると、一定の負荷パターンよりも包括的な洞察が得られるから

です。オプション Dは不正解です。テストでは、理想的なのはメンテナンスウィンドウだ
けでなく、さまざまなシナリオをカバーして、一般的な動作条件下でサーバーがどのよう

に動作するかを理解する必要があるからです。

最新問題: 28
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Windowsシステムに Tableau Serverをインストールする場合、インストールウィザード
を使用してインストールを正常に完了させるために必要な手順はどれですか。

A.インストール中にWindowsシステム上のすべてのウイルス対策ソフトウェアとファイ
アウォールソフトウェアを無効にする

B.セットアップに十分な権限があることを確認するために、管理者としてインストール
ウィザードを実行します。

C. Tableau Serverのインストール中にすべてのシステムドライバーを自動的に更新する
ようにWindowsを構成する
D. Tableau Serverインストールプロセス専用の仮想マシンの設定
Answer: B (メーッセージを残す)
管理者としてインストールウィザードを実行して、セットアップに十分な権限があること

を確認します。Windowsに Tableau Serverをインストールする場合、管理者としてインス
トールウィザードを実行することが重要です。これにより、インストーラーがシステムリ

ソースにアクセスし、Tableau Serverを正常にインストールするために必要な設定を構成
するために必要な権限を持つようになります。オプション Aは正しくありません。ウイル
ス対策ソフトウェアやファイアウォールソフトウェアがインストールに干渉することが

あるため、最初の手順としてすべてのセキュリティソフトウェアを無効にすることは推奨

されません。

オプション Cは、インストール中にシステムドライバーを自動的に更新することは
Tableau Serverをインストールするための標準要件ではないため、正しくありません。オ
プション Dは、専用の仮想マシンをセットアップすることは Tableau Serverをインス
トールするための要件ではないため、正しくありませんが、組織のポリシーに基づいてオ

プションになる場合があります。

最新問題: 29
Tableauユーザーを多数抱える組織が、Tableau環境内でのデータ管理およびガバナンス
機能を最適化したいと考えています。この目的に最も適したアドオンはどれですか?
A.オンプレミスのデータベースへのライブ接続を保証する Tableau Bridge
B.データの準備とガバナンスを向上させる Tableauデータ管理アドオン
C.ユーザーのモバイルアクセスを強化する Tableau Mobileアプリブートキャンプ
D.データ準備ワークフローを専用に管理する Tableau Prep Conductor
Answer: B (メーッセージを残す)
Tableauデータ管理アドオンでデータ準備とガバナンスを強化 Tableauデータ管理アドオ
ンは、効果的なデータ準備と強力なデータガバナンスのためのツールを提供します。これ

は、大規模なユーザーベースを持つ組織がデータの整合性とコンプライアンスを維持する

ために不可欠です。オプション Aは不正解です。Tableau Bridgeはライブデータ接続に重
点を置いており、データ管理とガバナンスには特に重点が置かれていないためです。オプ

ション Cは不正解です。Tableau Mobile App Bootcampはモバイルアクセスに関するもの
で、データガバナンスに関するものではないためです。オプション Dは不正解で
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す。Tableau Prep Conductorはデータ管理アドオンの一部ですが、それだけではデータ管
理とガバナンスのニーズ全体をカバーできないためです。

最新問題: 30
Tableau Serverの接続アプリ認証を構成する際に、統合の安全性と適切な機能を確保する
ための重要な手順は何ですか?
A.接続されたアプリのユーザーごとに Tableau Serverで一意のユーザーアカウントを作
成する

B.接続されたアプリを Tableau Serverに登録し、クライアント資格情報 (クライアント ID
とシークレット)を取得します。
C.接続されたアプリがアクセスするデータ用に Tableau Serverに追加のストレージを割
り当てる

D. Tableau Serverと接続されたアプリ間の専用 VPNチャネルの設定
Answer: B (メーッセージを残す)
Tableau Serverで接続アプリを登録し、クライアント認証情報 (クライアント IDとシーク
レット)を取得する接続アプリを Tableau Serverに登録し、クライアント認証情報を取得
することは、安全な統合に不可欠です。これらの認証情報は、Tableau Serverでアプリを認
証するために使用され、承認されたアプリのみがデータとリソースにアクセスできるよう

にし、アプリとサーバー間の安全な通信を維持します。オプション Aは不正解です。アプリ
レベルの認証情報に基づく接続アプリの認証では、アプリユーザーごとに一意のユーザー

アカウントを作成する必要はありません。オプション Cは不正解です。Tableau Serverで
追加のストレージを割り当てることは、接続アプリの認証の構成に直接関係しません。オ

プション Dは不正解です。VPNの設定は、接続アプリの認証を構成するための標準要件で
はないためです。

最新問題: 31
マルチノード Tableau Serverのアップグレードを計画する際に、ユーザーへの影響を最小
限に抑えるために重要な考慮事項は何ですか?
A.プロセスをできるだけ早く完了するために、すべてのノードを同時にアップグレードし
ます

B.問題が発生した場合はすぐに対処できるよう、営業時間中にアップグレードを実行しま
す。

C.最初に非プライマリノードを更新し、次にプライマリノードを更新し、最後に残りの
ノードを更新することでアップグレードを段階的に実行します。

D.新しい機能がすぐに利用できるように、まずプライマリノードをアップグレードします
Answer: (解答を表示する)
最初に非プライマリノードを更新し、次にプライマリノード、残りのノードの順にアップ

グレードを段階的に行うマルチノード Tableau Serverのアップグレードでは、中断を最
小限に抑えるためにアップグレードプロセスを段階的に行うことが重要です。これには、

最初に非プライマリノードをアップグレードしてテストと検証を行い、その後プライマリ
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ノード、次に残りのノードの順にアップグレードすることが含まれます。この段階的なア

プローチにより、アップグレードプロセス全体を通じてサーバーの安定性と可用性を確保

できます。オプション Aは不正解です。すべてのノードを同時にアップグレードすると、問
題が発生した場合に大幅なダウンタイムが発生する可能性があります。オプション Bは不
正解です。営業時間中にアップグレードを実行すると、ユーザーと業務が中断する可能性

があります。オプション Dは不正解です。最初にプライマリノードをアップグレードする
と、新しい変更やテストされていない変更がサーバーの安定性に影響する場合にリスクが

生じる可能性があります。

有効な TCA-C01問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい TCA-C01試験問
題集！ GoShiken.comが最新の TCA-C01試験問題集を提供しています。
GoShiken.com TCA-C01試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com TCA-C01問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Tableau/TCA-C01-mondaishu.html (20230%OFF問題集溶と

正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 32
Tableau Serverのプライマリノードに一貫して高い負荷がかかっていることを示す観測
データに基づいて、パフォーマンスを向上させるためにどのアーキテクチャの改訂を検討

する必要がありますか?
A. Tableau Serverの別のオペレーティングシステムへの切り替え
B.ワーカーノードを追加して、サーバーアーキテクチャ全体で負荷をより均等に分散しま
す。

C. Tableau Serverがホストされているネットワークの帯域幅を増やす
D.プライマリノード上のすべてのサーバープロセスを統合して管理を簡素化する
Answer: B (メーッセージを残す)
ワーカーノードを追加して、サーバーアーキテクチャ全体で負荷をより均等に分散しま

す。観測データによって Tableau Serverのプライマリノードの負荷が一貫して高いこと
が示されている場合、ワーカーノードの追加は検討すべき戦略的なアーキテクチャの修正

です。このアプローチは、サーバー全体でワークロードをより均等に分散するのに役立ち、

パフォーマンスの向上とプライマリノードの負荷の軽減につながる可能性があります。オ

プション Aは不正解です。オペレーティングシステムを切り替えても、サーバーアーキテ
クチャ全体の負荷分散の問題に直接対処することはできないからです。オプション Cは不
正解です。ネットワーク帯域幅を増やすと、データ転送には役立ちますが、サーバーのプラ

イマリノードの高負荷の問題は解決されないからです。オプション Dは不正解です。すべ
てのプロセスをプライマリノードに統合すると、高負荷の問題が軽減されるどころか悪化

する可能性が高いからです。
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最新問題: 33
Tableau Serverのキャッシュを最適化してダッシュボードのパフォーマンスを向上させる
場合、どの設定を調整するのが最も効果的ですか?
A.ビューが読み込まれるたびにキャッシュを更新して、常に最新のデータが使用されるよ
うに設定

B.データ更新スケジュールに合わせて定期的にスケジュールされた間隔でキャッシュを
クリアするように設定する

C.キャッシュを完全に無効にして、すべてのダッシュボードビューでリアルタイムクエリ
を強制する

D.サーバーのRAMを増やして全体的なキャッシュ機能を強化する
Answer: B (メーッセージを残す)
データ更新スケジュールに合わせて定期的にスケジュールされた間隔でキャッシュがクリ

アされるように構成するデータ更新スケジュールに合わせて定期的にスケジュールされ

た間隔で Tableau Serverのキャッシュがクリアされるように構成すると、パフォーマンス
とデータの鮮度を効果的にバランスさせることができます。このアプローチにより、ユー

ザーは比較的新しいデータを受け取りながら、キャッシュによるパフォーマンス向上のメ

リットも享受できます。オプション Aは不正解です。ビューがロードされるたびにキャッ
シュを更新すると、キャッシュによるパフォーマンス上のメリットが打ち消され、サー

バーに不要な負荷がかかる可能性があります。オプション Cは不正解です。キャッシュを
完全に無効にすると、Tableau Serverがキャッシュされたデータを活用してパフォーマン
スを高速化できなくなるためです。オプション Dは不正解です。RAMを増やすとサーバー
の容量は向上しますが、ダッシュボードのパフォーマンスに関連するキャッシュ戦略は直

接最適化されないためです。

最新問題: 34
データセキュリティを強化するために Tableau Serverで抽出の暗号化を実装する際に重
要な手順は何ですか?
A.機密情報を含む抽出のみを暗号化し、パフォーマンス上の理由からその他の抽出は暗号
化しない

B.サーバーレベルで抽出の暗号化を有効にして、コンテンツに関係なくすべての抽出が暗
号化されるようにします。

C. Tableau抽出で使用されるすべてのデータをデータベースレベルの暗号化のみで保護す
る

D. Tableau Serverにアップロードする前に、サードパーティのソフトウェアを使用して各
抽出を手動で暗号化する

Answer: (解答を表示する)
サーバーレベルで抽出の暗号化を有効にして、コンテンツに関係なくすべての抽出が暗号

化されるようにする Tableau Serverで抽出の暗号化を実装するには、サーバーレベルで
の暗号化を有効にする必要があります。これにより、サーバーに保存されているすべての

抽出が暗号化され、機密性に関係なくすべてのデータにわたって一貫したセキュリティレ
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イヤーが提供されます。このアプローチは、サーバーに保存されている抽出データへの不

正アクセスから保護するのに役立ちます。オプション Aは不正解です。抽出を選択的に暗
号化すると、セキュリティの不整合や潜在的な脆弱性が生じる可能性があります。オプ

ション Cは不正解です。データベースレベルの暗号化では、データベースからエクスポー
トされた抽出は保護されないためです。オプション Dは不正解です。各抽出を手動で暗号
化するのは非効率的でスケーラブルではなく、Tableau Serverでは抽出用に独自の暗号化
メカニズムが提供されているためです。

最新問題: 35
Tableau Serverからの観測データを解釈すると、特定の時間帯に CPU使用率が高くなる
パターンがあることに気付きました。この観察結果に基づく最善の対応策は何でしょうか?
A.サーバーのハードウェアをすぐにアップグレードしてCPU容量を増やす
B.その時間帯に発生する抽出の更新やサブスクリプションなどのスケジュールされたア
クティビティを調査します。

C. CPU使用率が高い期間にサーバーへのユーザーアクセスを制限する
D. CPU使用率が時々急上昇するのは正常なので、このパターンは無視してください。
Answer: B (メーッセージを残す)
その時間帯に発生する抽出更新やサブスクリプションなどのスケジュールされたアクティ

ビティを調査します。特定の時間帯に CPU使用率が高いことが観察された場合、最善の初
期アクションは、その時間帯に発生する可能性のある抽出更新やレポートサブスクリプ

ションなどのスケジュールされたサーバーアクティビティを調査することです。

CPUスパイクの原因を理解することで、これらのアクティビティを再スケジュールした
り、リソースをより効率的に使用するために最適化したりするなど、より的を絞ったアク

ションを講じることができます。オプション Aは不正解です。ハードウェアのアップグ
レードは、現在のセットアップ内で CPU使用率が高くなる原因を評価して対処した後に
のみ検討する必要があります。オプション Cは不正解です。ユーザーアクセスを制限する
ことは、CPU使用率が高くなる根本的な原因に対処しない事後的な対策です。オプション
Dは不正解です。パターンを無視すると、サーバーの安定性やユーザーエクスペリエンス
に影響を与える可能性のあるパフォーマンスの問題を見落とす可能性があります。

最新問題: 36
ある企業では、Tableau環境で複雑なデータ処理タスクに対する需要が高まっています。パ
フォーマンスを最適化するために、いつ外部サービスの利用を検討すべきでしょうか?
A. Tableau Serverの負荷を軽減するための基本的なデータ視覚化タスクのみ
B.リソースを大量に消費する複雑なデータブレンディングや分析タスク向け
C. Tableau Serverでは外部サービスを使用しないでください
D.複雑さに関係なく、すべてのデータ処理タスクに外部サービスを使用する
Answer: B (メーッセージを残す)
リソースを大量に消費する複雑なデータブレンディングおよび分析タスクの場合、データ

ブレンディングや分析などの複雑でリソースを大量に消費するタスクに外部サービスを利
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用すると、これらの負荷の高いプロセスの負荷を軽減して Tableau環境のパフォーマンス
を最適化するのに役立ちます。オプション Aは不正解です。基本的なデータ視覚化タスク
は通常、Tableau Server自体で適切に処理されます。オプション Cは不正解です。外部
サービスは、リソースを大量に消費する特定のタスクに有効です。オプション Dは不正解
です。複雑さに関係なく、すべてのタスクに外部サービスを使用することは非効率的で不

必要な場合があります。

最新問題: 37
多数の Tableauダッシュボードを移行する際に、スムーズな移行を実現するために
Tableauコンテンツ移行ツールに不可欠な機能は何ですか?
A.移行中にダッシュボードを圧縮してファイルサイズを縮小するツールの機能
B.複数のダッシュボードをバッチ処理して一括移行を処理する能力
C.移行前にダッシュボードをさまざまな形式に変換する機能
D.新しいサーバーのレイアウトに合わせてダッシュボードを自動的に再設計する機能
Answer: B (メーッセージを残す)
複数のダッシュボードのバッチ処理による一括移行を処理する能力バッチ処理による一

括移行を処理する能力は、多数のダッシュボードを効率的に移行し、時間を節約し、エラー

の可能性を減らすために不可欠です。オプション Aは不正解です。圧縮は通常、ダッシュ
ボードの移行中に主な懸念事項ではないためです。オプション Cは不正解です。ダッシュ
ボードを異なる形式に変換することは、サーバー移行の通常の要件ではないためです。オ

プション Dは不正解です。自動再設計は移行ツールに必要な機能ではないためです。元の
設計と機能を維持することに重点を置く必要があります。

最新問題: 38
Tableau Serverでの負荷テスト用に TabJoltを構成する場合、正確で効果的なテスト結果
を確保するために不可欠な手順は何ですか?
A. Tableau Serverと同じマシンに TabJoltをインストールしてネットワーク遅延を最小限
に抑える

B.典型的なユーザー行動を代表するさまざまなアクションとダッシュボードをテストす
るために TabJoltを設定する
C.最大限のストレステストを行うために、最もリソースを消費するダッシュボードのみを
テストするように TabJoltを構成する
D.実際のユーザーへの影響を避けるために、Tableau Serverのアクティビティが少ない期
間に TabJoltテストを制限します。
Answer: B (メーッセージを残す)
一般的なユーザー行動の代表となるさまざまなアクションとダッシュボードをテストする

ように TabJoltを設定する正確で効果的な負荷テストを行うには、一般的なユーザー行動
の代表となるさまざまなアクションとダッシュボードをテストするように TabJoltを構成
することが重要です。これにより、テストシナリオが実際の使用パターンを厳密に模倣し、

さまざまな負荷下でのサーバーのパフォーマンスに関する信頼性の高い分析情報が得られ
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ます。オプション Aは不正解です。Tableau Serverと同じマシンに TabJoltをインストー
ルすると、リソースの競合により結果が歪む可能性があります。オプション Cは不正解で
す。最もリソースを消費するダッシュボードのみに焦点を当てると、サーバーのパフォー

マンスを包括的に把握できません。オプション Dは不正解です。アクティビティの少ない
期間にテストを制限すると、通常またはピーク時の運用状況でのサーバーのパフォーマン

スが正確に反映されない可能性があります。

最新問題: 39
マルチノード Tableau Server展開でデータベース接続の問題が発生した場合、根本原因を
特定するのに最も効果的なアプローチはどれですか?
A.より信頼性の高い接続を確保するために、ネットワークスイッチとルーターを直ちに交
換する

B. Tableau Serverとデータベースサーバーの両方のサーバーログを分析して、エラーパ
ターンや接続障害を特定します。

C.負荷と潜在的な接続の問題を軽減するために、データベースサーバーへのアクセスを少
数の選択されたノードのみに制限します。

D.サーバー固有の接続問題の可能性を排除するために、すべてのデータを新しいデータ
ベースサーバーに移行します。

Answer: B (メーッセージを残す)
Tableau Serverとデータベースサーバーの両方でサーバーログを分析して、エラーパ
ターンや接続障害を特定するマルチノード Tableau Server展開でデータベース接続の問
題の根本原因を効果的に特定するには、Tableau Serverノードとデータベースサーバーの
両方でサーバーログを分析することが重要です。このアプローチにより、特定のエラー

メッセージ、パターン、または接続障害を特定できるため、問題をより深く理解し、的を

絞ったソリューションを導くことができます。オプション Aは不正解です。接続の問題の
正確な原因を特定せずにネットワークハードウェアを直ちに交換するのは時期尚早です。

オプション Cは不正解です。データベースサーバーへのアクセスを制限しても、接続の問
題の根本的な原因に対処できず、機能が制限される可能性があります。オプション Dは不
正解です。新しいデータベースサーバーへの移行は大がかりな作業であり、他のトラブル

シューティング手順をすべて試した後の最後の手段にすべきです。

最新問題: 40
Linux上の Tableau Serverを構成して、通知のために外部の電子メールサーバーとやり取
りすると、電子メールの配信に関する問題が発生します。この問題を解決するために最初

に確認すべきことは何ですか?
A. Tableau Serverのメールの内容と書式設定
B. Tableau Serverの SMTP構成設定 (サーバーアドレスとポートを含む)
C.メールサーバーを Tableau Serverと互換性のあるバージョンにアップグレードする
D. Tableau Serverのオペレーティングシステムを、メールサーバーとより互換性のある
ものに変更する
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Answer: B (メーッセージを残す)
Tableau Serverの SMTP構成設定 (サーバーアドレスとポートを含む) Tableau Serverか
ら外部のメールサーバーへのメール配信に関する問題を解決する最初の手順は、SMTP
(Simple Mail Transfer Protocol)構成設定を確認することです。これには、メールサーバー
のアドレス、ポート、および必要な認証の詳細の確認が含まれます。SMTP設定が正しくな
いことが、メール配信の問題の一般的な原因です。

オプション Aは不正解です。メールの内容やフォーマットの問題がメール配信自体に影響
する可能性は低いからです。オプション Cは不正解です。メールサーバーのアップグレー
ドは最初のステップではなく、問題が SMTP設定に関連している場合は必要ない可能性が
あります。オプション Dは不正解です。Tableau Serverのオペレーティングシステムを変
更するのは過剰な措置であり、メール配信の問題を解決する可能性は低いからです。

最新問題: 41
Tableau Serverのブルーグリーン展開シナリオにおいて、2つの同一環境を維持する主な
目的は何ですか?
A. 1つを開発用に、もう1つを本番用に使用する
B.異なるユーザーグループでA/Bテストを有効にする
C.アップグレードやメンテナンス中にシームレスなユーザーエクスペリエンスを提供す
る

D. 2つのサーバー間でワークロードを均等に分割する
Answer: C (メーッセージを残す)
アップグレードまたはメンテナンス中にシームレスなユーザーエクスペリエンスを提供

するためブルーグリーン展開で 2つの同一環境を維持する主な目的は、アップグレードま
たはメンテナンス中にシームレスなユーザーエクスペリエンスを確保することです。この

アプローチにより、一方の環境 (ブルー)をアクティブにしながら、もう一方の環境 (グリー
ン)を更新またはメンテナンスできます。その後、ユーザーは最小限の中断で更新された環
境に切り替えられます。オプション Aは不正解です。開発用に 1つの環境を使用し、もう
一方の環境を本番環境に使用することは、更新中のシームレスな移行に重点を置くブルー

グリーン展開の主な目的ではないためです。オプション Bは不正解です。A/Bテストはブ
ルーグリーン展開の主な目的ではなく、ダウンタイムを最小限に抑え、サービスの継続性

を確保することに重点を置いているためです。オプション Dは不正解です。サーバー間で
ワークロードを分割することがこの戦略の基本的な目的ではなく、すぐに使用できる更新

された環境を用意することが目的であるためです。

最新問題: 42
Windowsシステムへの Tableau Serverのインストールを確認する際、ファイルシステム
の権限が正しく構成されていることを確認するために確認すべき重要なことは何ですか?
A. Tableau Serverがインストールされているドライブの空きディスク容量
B. Tableau Serverが他のシステムと通信できるようにするためのネットワーク設定
C. Tableau Serverのデータおよびログディレクトリのセキュリティ権限
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D. Tableau Serverインストールドライブで使用されるファイルシステムのバージョン
Answer: C (メーッセージを残す)
Tableau Serverのデータおよびログディレクトリのセキュリティ権限Windowsに
Tableau Serverをインストールした後、Tableau Serverのデータおよびログディレクトリ
のセキュリティ権限を確認することが重要です。

Tableau Serverがアクセス関連のエラーに遭遇することなく、ファイルにアクセスして効
率的に管理できるようにするには、適切な権限が必要です。オプション Aは不正解です。空
きディスク容量は操作には重要ですが、ファイルシステムに設定されている権限には影響

しません。オプション Bは不正解です。ネットワーク設定は接続には重要ですが、Tableau
Serverディレクトリのファイルシステム権限とは関係ありません。オプション Dは不正
解です。ファイルシステムのバージョンは全体的な互換性には重要ですが、Tableau
Serverディレクトリに設定されている権限には直接影響しません。

最新問題: 43
Tableau Serverの負荷テストの結果、ピーク負荷時でも CPUとメモリリソースの使用率
が一貫して低いことが示された場合、次の手順は何でしょうか?
A.後続のテストで負荷をさらに増加させて、サーバーの実際のパフォーマンス限界を見つ
けます。

B.サーバーのハードウェアをすぐにスケールダウンして運用コストを削減します
C.パフォーマンス最適化の主な要素として、ネットワーク帯域幅とレイテンシのテストに
重点を置く

D.リソース使用率が低いということは、サーバーのパフォーマンスが最適であることを示
すため、これ以上の負荷テストを停止します。

Answer: A (メーッセージを残す)
後続のテストで負荷をさらに増やして、サーバーの実際のパフォーマンスの限界を見つけ

ます。負荷テストで、ピーク負荷時の CPUおよびメモリリソースの使用率が低いことがわ
かった場合、次のステップは、後続のテストで負荷を増やすことです。これにより、サー

バーのパフォーマンスの実際の限界を特定し、サーバーが実際の高負荷シナリオに対して

適切にテストされていることを確認できます。オプション Bは正しくありません。ハード
ウェアを時期尚早にスケールダウンすると、予期しない使用量の急増や将来の成長に対応

できない可能性があるためです。

オプション Cは不正解です。サーバーの容量制限を完全に理解せずにネットワーク要因の
みに焦点を当てると、他のパフォーマンス改善領域を見落とす可能性があります。オプ

ション Dは不正解です。初期のリソース使用率が低いことを理由にそれ以上のテストを中
止すると、サーバーの実際のパフォーマンス能力を完全に理解できない可能性がありま

す。

最新問題: 44
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Tableau Serverの全体的な健全性を監視するように設計された管理ダッシュボードでは、
どの主要な指標を目立つように表示する必要がありますか?
A.ユーザーが毎日作成したビューの合計数
B.サーバー上のダッシュボードとビューの平均読み込み時間
C.サーバー上のユーザーのログインとログアウトの頻度
D.サーバー上で発生した抽出更新の失敗の数
Answer: (解答を表示する)
サーバー上のダッシュボードとビューの平均読み込み時間 Tableau Serverの健全性に焦
点を当てた管理ダッシュボードでは、ダッシュボードとビューの平均読み込み時間を示す

ことが重要です。この指標は、サーバーのパフォーマンスとユーザーエクスペリエンスを

直接示します。最適なサーバー健全性を維持するために対処する必要がある速度または効

率の問題があるかどうかを特定するのに役立ちます。オプション Aは、作成されたビュー
の合計数がサーバー健全性を直接示すわけではないため、不正解です。オプション Cは、
ユーザーのログインとログアウトの頻度は重要ですが、サーバーのパフォーマンスを直接

反映するものではないため、不正解です。オプション Dは、抽出更新の失敗は重要ですが、
平均読み込み時間のようにサーバーの健全性の包括的な概要を提供しないため、不正解で

す。

最新問題: 45
Tableauの使用量が中程度の中規模組織の場合、パフォーマンスとリソース使用率のバラ
ンスをとるために、サービスとノードの関係をどのように構築すればよいでしょうか。

A.ハードウェアコストを最小限に抑えるために、すべてのサービスを単一のノードに配置
する

B.リソース使用率への影響に関係なく、各サービスを別々のノードに分離する
C.使用パターンとワークロードの互換性に基づいてサービスを戦略的に配置する
D.負荷を均等に分散するためにサービスをノードにランダムに割り当てる
Answer: C (メーッセージを残す)
使用パターンとワークロードの互換性に基づいてサービスを戦略的に併置する使用パ

ターンとワークロードの互換性に基づいてサービスを戦略的に併置すると、中規模組織の

パフォーマンスとリソース使用率を最適化し、コストと効率のバランスをとることができ

ます。オプション Aは、すべてのサービスを 1つのノードに併置しても、最適なパフォー
マンスバランスが得られない可能性があるため、正しくありません。オプション Bは、各
サービスを分離すると、不要なリソース使用とコストの増加につながる可能性があるた

め、正しくありません。オプション Dは、ランダムな分散では、負荷とリソースの効率的ま
たは効果的なバランスが保証されないため、正しくありません。

最新問題: 46
Tableau Server環境の保守と調整の観点では、Tableau Serverリソース監視ツールはサー
バーのワークロード管理にどのように役立ちますか?
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A.さまざまなダッシュボードとレポートを使用して、ユーザーのインタラクションパター
ンの詳細な分析を提供することにより

B.過去のサーバーワークロードの傾向を視覚化して容量調整を計画することで
C.現在のワークロードに基づいてサーバー設定を自動的に調整し、パフォーマンスを最適
化します

D.外部データソースのパフォーマンスを監視し、データ接続を最適化することで
Answer: B (メーッセージを残す)
Tableau Serverリソース監視ツールは、過去のサーバーワークロードの傾向を視覚化して
容量調整を計画することで、サーバーワークロードの管理を支援します。この機能により、

管理者はさまざまな負荷下での過去のサーバーパフォーマンスを分析できるため、将来の

ワークロードを効率的に処理するための容量計画と調整について十分な情報に基づいた決

定を下すことができます。オプション Aは不正解です。このツールは、ユーザー操作の詳細
な分析ではなく、サーバーリソースとワークロードの傾向に重点を置いているためです。

オプション Cは不正解です。このツールは分析用のデータを提供しますが、サーバー設定
を自動的に調整しないためです。オプション Dは不正解です。このツールは、外部データ
ソースのパフォーマンスやデータ接続を直接監視するのではなく、サーバーリソースと

ワークロードを監視することに重点を置いているためです。

有効な TCA-C01問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい TCA-C01試験問
題集！ GoShiken.comが最新の TCA-C01試験問題集を提供しています。
GoShiken.com TCA-C01試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com TCA-C01問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Tableau/TCA-C01-mondaishu.html (20230%OFF問題集溶と

正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 47
Tableau Serverでの OpenID Connect統合の問題のトラブルシューティング中に、どのよ
うな共通要素を調べる必要がありますか?
A. Tableau Server上のユーザートークンをキャッシュするためのストレージ容量
B. Tableau Serverの負荷分散構成
C. Tableau Server上の SSL証明書の暗号化強度
D. OpenID ConnectプロバイダーとTableau Server構成で指定されたリダイレクトURI
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 48
リバースプロキシの背後にある Linuxシステムで Tableau Serverを構成しましたが、
ユーザーが断続的にアクセスの問題が発生しています。これらのプロキシ関連の問題をト

ラブルシューティングするための最初の手順は何でしょうか?
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A.サーバーのインターネット接続の帯域幅を増やす
B. URL書き換えやポート転送ルールを含むリバースプロキシの構成設定を確認する
C.リバースプロキシソフトウェアを別のプロバイダーに変更する
D. Tableau Serverに新しい SSL証明書を直接インストールする
Answer: B (メーッセージを残す)
URL書き換えやポート転送ルールなどのリバースプロキシの構成設定を確認するリバー
スプロキシの背後に構成された Tableau Serverでアクセスの問題が発生した場合、最初
の手順はプロキシの構成設定を確認することです。これには、URL書き換えルールとポー
ト転送設定をチェックして、Tableau Serverとの間のトラフィックが正しくルーティング
されていることを確認することが含まれます。これらの設定が誤っていると、断続的なアク

セスの問題が発生することがあります。オプション Aは不正解です。帯域幅を増やしても、
プロキシ構成に特有の問題は解決しない可能性が高いからです。オプション Cは不正解で
す。プロキシソフトウェアプロバイダーの変更はトラブルシューティングの最初の手順で

はなく、問題の根本原因に対処できない可能性があります。オプション Dは不正解で
す。Tableau Serverに新しい SSL証明書をインストールすることは、セキュリティ上は重
要ですが、プロキシ構成の問題に直接対処するものではないからです。

最新問題: 49
Tableau Serverでの信頼できる認証の問題のトラブルシューティングにおいて、調べるべ
き共通の要素は何ですか?
A. Tableau Serverとサードパーティアプリケーションで使用されるデータ暗号化方式
B. Tableau Serverとサードパーティアプリケーションの両方におけるSSL証明書の有効性
C. Tableau Serverとサードパーティアプリケーション間のシステムクロックの同期
D. Tableau Serverとサードパーティアプリケーション間のネットワーク遅延
Answer: C (メーッセージを残す)
Tableau Serverとサードパーティアプリケーション間のシステムクロックの同期信頼で
きる認証でよくある問題は、Tableau Serverとサードパーティアプリケーション間のシス
テムクロックの同期が取れていないことです。信頼できる認証では時間に敏感なトークン

が使用されることが多いため、システム時間の不一致により認証が失敗することがありま

す。同期されたクロックを確保することは、信頼できる認証がスムーズに機能するために

不可欠です。オプション Aは不正解です。データ暗号化は重要ですが、信頼できる認証固有
の問題の原因となることは通常ありません。オプション Bは不正解です。SSL証明書の有
効性は安全な接続には重要ですが、信頼できる認証の問題の直接的な原因となることは通

常ありません。オプション Dは不正解です。ネットワーク遅延は全体的なパフォーマンス
に影響しますが、信頼できる認証の機能には通常影響しません。

最新問題: 50
Tableau Cloudを実装した後、小売企業は特定のダッシュボードが最新の売上データで更
新されていないことに気付きました。最も効果的なトラブルシューティング手順は何です

か?
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A.影響を受けるすべてのダッシュボードを最初から再構築します。
B.影響を受けるダッシュボードのデータソース接続と更新スケジュールを確認していま
す。

C.オンプレミスの Tableau Serverにすぐに移行します。
D.システムの負荷を軽減するためにダッシュボードへのユーザーアクセスを制限します。
Answer: B (メーッセージを残す)
影響を受けるダッシュボードのデータソース接続と更新スケジュールを確認するこの手

順では、ダッシュボードがデータソースに適切に接続され、更新スケジュールが正しく構

成されていることを確認することで、潜在的な問題に直接対処します。オプション Aは、
ダッシュボードの再構築には時間がかかり、データ更新の根本的な問題に対処できない可

能性があるため、正しくありません。オプション Cは、オンプレミスサーバーに移行する
ことは、データ更新の問題を直接解決しない抜本的な手順であるため、正しくありません。

オプション Dは、ユーザーアクセスを制限しても、ダッシュボードでデータが更新されな
い問題は解決されないため、正しくありません。

最新問題: 51
Tableau Serverのパフォーマンスの問題を効果的に分析するには、サーバーログの収集と
分析にどのような戦略を採用する必要がありますか?
A.ディスク容量を節約するために、重大なエラーが発生した場合にのみログを保存するよ
うに Tableau Serverを構成します。
B. Tableauの組み込みログ管理ツールを活用して、報告された問題の発生時刻を中心に、
定期的にログを収集して確認します。

C.毎日の終わりにサーバーからログを手動で収集し、毎日確認します。
D.ログ収集と分析専用のサードパーティソフトウェアに依存して外部の視点を提供する
Answer: B (メーッセージを残す)
Tableauの組み込みログ管理ツールを使用して、問題が報告された時間に焦点を当てて、定
期的にログを収集して確認します。パフォーマンスの問題を分析するための最も効果的な

戦略は、Tableauの組み込みログ管理ツールを使用して定期的なログの収集と分析を行う
ことです。このアプローチにより、管理者は、特に問題が報告された期間に焦点を当てて、

ログを体系的に確認できます。定期的かつ集中的な分析は、パフォーマンスの問題をより

効率的に特定して解決するのに役立ちます。オプション Aは不正解です。重大なエラーが
発生したときにのみログを保存すると、包括的なパフォーマンス分析に必要な貴重な情報

が省略される可能性があります。オプション Cは不正解です。毎日手動でログを収集する
のは非効率的であり、関連データをリアルタイムで取得できない可能性があります。オプ

ション Dは不正解です。サードパーティのツールは便利ですが、それらだけに依存する
と、Tableauの組み込みログ管理ツールの特定の機能と統合を見逃す可能性があります。

最新問題: 52
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ある会社が Tableauワークブックとデータソースをあるサーバーから別のサーバーに移
行しています。このプロセスで最も重要な Tableauコンテンツ移行ツールの機能はどれで
すか。

A.移行中にワークブックのビジュアルデザインを変更する機能
B.移行中にワークブック内のデータソース接続を自動的に更新する機能
C.より適切に制御するために、各ワークブックを個別に手動で移行するオプション
D.最近アクセスしたワークブックのみを移行する機能
Answer: B (メーッセージを残す)
移行中にワークブック内のデータソース接続を自動的に更新する機能データソース接続

を自動的に更新することは、移行後にワークブックが正しく機能し、データの整合性と継

続性を維持するために不可欠です。オプション Aは不正解です。ビジュアルデザインの変
更は移行ツールの主な機能ではないためです。オプション Cは不正解です。各ワークブッ
クを手動で移行すると時間がかかり、エラーが発生しやすくなります。オプション Dは不
正解です。最近アクセスしたワークブックだけでなく、必要なすべてのワークブックを移

行することが重要だからです。

最新問題: 53
Tableau Serverの負荷テストのテスト計画を設計する際に、テスト結果の妥当性を確保す
るために考慮すべき重要な要素は何ですか?
A.サーバーのピーク使用時間中にのみテストを実行し、最大ストレス下でのパフォーマン
スを評価する

B.テスト中に負荷を徐々に増加させて、サーバーが増大する要求にどのように応答するか
を観察します。

C.テスト変数の一貫性と制御を維持するために合成テストデータのみを使用する
D.サーバーの最新機能にテストを集中し、パフォーマンスへの影響を評価する
Answer: B (メーッセージを残す)
テスト中に負荷を徐々に増やして、増大する要求にサーバーがどのように応答するかを観

察します。Tableau Serverの負荷テストのテスト計画を設計する際の重要な要素は、負荷
を徐々に増やすことです。この方法により、サーバーのパフォーマンスが要求の増加に伴っ

てどのように拡張されるかを観察できるため、サーバーの容量と潜在的なボトルネックに

関する貴重な洞察が得られます。これは、サーバーの復元力と、増加するユーザーアクティ

ビティを処理する能力を理解するのに役立ちます。オプション Aは不正解です。ピーク時
間帯のみのテストでは、さまざまな負荷条件下でのサーバーのパフォーマンスの全体像が

得られない可能性があります。オプション Cは不正解です。合成テストデータのみに依存
すると、実際のユーザー操作とデータの複雑さを正確にシミュレートできない可能性があ

ります。オプション Dは不正解です。最新の機能のみに焦点を当てると、サーバーがコア機
能とより頻繁に使用される機能でどのように機能するかを見落とす可能性があります。

最新問題: 54
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大規模な金融機関では、Tableau Serverの導入に高いレベルのセキュリティとパフォーマ
ンスを求めています。このシナリオでは、サービスとノードの関係をどのように構成すれ

ばよいでしょうか。

A.セキュリティとパフォーマンスを最大限に高めるために、すべてのサービスを個々の
ノードに分離する

B.シンプルさと管理の容易さのために、すべてのサービスを単一のノードに配置する
C.データサーバーやリポジトリなどの重要なサービスを別のノードに分離し、それほど重
要でないサービスを同じノードに配置する

D.特定の戦略なしにノード間でサービスをランダムに分散する
Answer: C (メーッセージを残す)
データサーバーやリポジトリなどの重要なサービスを別のノードに分離し、それほど重要

でないサービスを併置する重要なサービスを分離すると、特に金融機関ではセキュリティ

とパフォーマンスが向上し、それほど重要でないサービスを併置すると、リソースの使用

と管理を最適化できます。オプション Aは不正解です。すべてのサービスを分離すると、リ
ソースが十分に活用されず、複雑さが増す可能性があります。オプション Bは不正解です。
すべてのサービスを 1つのノードに併置すると、単一障害点とパフォーマンスのボトル
ネックが生じる可能性があります。オプション Dは不正解です。効率的で安全なサービス
とノードの関係には、戦略的なアプローチが必要です。

最新問題: 55
Tableau Serverを Active Directoryベースの IDストアから LDAPベースのシステムに移
行する計画を立てる際に、ユーザーアクセスとセキュリティを維持するために主に何を重

視すべきでしょうか。

A. Active Directoryから LDAPにユーザーパスワードを直接移行する
B.ユーザーの役割と権限が新しいLDAPシステムに正確にマッピングされ、転送されてい
ることを確認する

C.カスタム設定なしでLDAPのデフォルト設定に依存する
D.テストなしで最短時間で移行を完了する
Answer: B (メーッセージを残す)
ユーザーロールと権限が新しい LDAPシステムに正確にマッピングされ、転送されている
ことを確認します。ユーザーロールと権限の正確なマッピングと転送は、新しい LDAPシ
ステムでアクセス制御とセキュリティを維持し、シームレスなユーザーエクスペリエンス

とデータ保護を保証するために重要です。オプション Aは不正解です。セキュリティプロ
トコルのため、通常、ユーザーパスワードを直接移行することはできません。オプション C
は不正解です。組織の特定のニーズを満たすために、LDAP構成をカスタマイズする必要が
ある場合があります。

オプション Dは不正解です。十分なテストを行わずに急いで移行すると、重大なセキュリ
ティとアクセスの問題が発生する可能性があるためです。

最新問題: 56
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Tableau Serverの問題をトラブルシューティングするときは、インストールログを見つけ
て解釈する必要があります。これらのログは通常どこにあり、主にどのような情報を提供

しますか?
A.データベースサーバーで、データベースクエリに関する情報を提供する
B. Tableau Serverデータディレクトリで、ユーザーインタラクションの詳細を提供します
C. Tableau Serverログディレクトリにインストールプロセスとエラーの詳細が含まれま
す

D.オペレーティングシステムのイベントビューアで、システムレベルのイベントを表示し
ます

Answer: C (メーッセージを残す)
Tableau Serverログディレクトリには、インストールプロセスとエラーに関する詳細が
含まれています。Tableau Serverのインストールログは、通常、Tableau Serverログディ
レクトリにあります。これらのログには、発生した可能性のあるエラーや問題など、インス

トールプロセスに関する詳細情報が記録されます。これは、インストール関連の問題のト

ラブルシューティングに不可欠です。オプション Aは不正解です。データベースサーバー
ログはデータベースクエリに重点を置いており、Tableau Serverのインストールプロセ
スに関する詳細情報は提供されません。

オプション Bは不正解です。データディレクトリには、インストールログではなく、主に
ユーザー操作に関連するデータが含まれています。オプション Dは不正解です。オペレー
ティングシステムのイベントビューアーはシステムレベルのイベントをキャプチャしま

すが、Tableau Serverのインストールプロセスに固有の詳細情報は提供されない可能性が
あります。

最新問題: 57
マルチノード Tableau Server環境で、断続的にデータベース接続の問題が発生していま
す。

この問題をトラブルシューティングするための最初のステップは何でしょうか?
A. Tableau Server環境のワーカーノードの数を増やして全体的な接続性を向上させる
B. Tableau Serverノードとデータベースサーバー間のネットワーク構成とファイア
ウォールをチェックして、接続の障壁がないか確認します。

C.データベースサーバーのハードウェアをアップグレードして接続処理能力を向上させ
る

D.データベースサーバーを、より安定した接続が可能な別のプラットフォームに変更する
Answer: B (メーッセージを残す)
Tableau Serverノードとデータベースサーバー間のネットワーク構成とファイアウォー
ルに、接続の障壁がないか確認するマルチノード Tableau Server環境で断続的なデータ
ベース接続の問題をトラブルシューティングする最初の手順は、ネットワーク構成とファ

イアウォールの設定を確認することです。これには、Tableau Serverノードとデータベー
スサーバー間の接続をブロックまたは中断する可能性のあるネットワークの障壁や構成

ミスがないことを確認することが含まれます。オプション Aは不正解です。ワーカーノー
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ドの数を増やすだけでは、根本的なネットワーク接続の問題に対処できない可能性があり

ます。オプション Cは不正解です。データベースサーバーのハードウェアをアップグレー
ドしても、ネットワーク接続の問題は直接解決されません。オプション Dは不正解です。
データベースプラットフォームの変更は思い切った手段であり、ネットワーク関連の問題

を除外した後にのみ検討する必要があります。

最新問題: 58
Tableau Server展開の特定のノードでバックグラウンダープロセスを構成する場合、バッ
クグラウンダーノードの最適なパフォーマンスを確保するために何を考慮する必要があ

りますか?
A.バックグラウンダーノードは他のノードよりも高速なネットワーク接続を持つ必要が
あります

B.ノードは、デプロイメント内の他のノードと比較して、より多くの処理能力とメモリを
備えている必要があります。

C.バックグラウンダーノードは、プライマリサーバーとは地理的に異なる場所に配置する
必要があります。

D.互換性のため、ノードは他のノードとは異なるオペレーティングシステムで実行する必
要があります。

Answer: B (メーッセージを残す)
ノードは、デプロイメント内の他のノードと比較して、より多くの処理能力とメモリを備

えている必要があります。最適なパフォーマンスを得るには、バックグラウンダープロセ

ス専用のノードに、より多くの処理能力とメモリを備えている必要があります。これは、

データ抽出、サブスクリプションタスク、複雑な計算などのバックグラウンダータスクが

リソースを大量に消費し、追加の計算リソースからメリットを得られるためです。オプ

ション Aは不正解です。高速ネットワーク接続は有益ですが、処理能力とメモリへの依存
度が高いバックグラウンダーノードの場合、それは主な考慮事項ではありません。オプ

ション Cは不正解です。バックグラウンダーノードの地理的な場所は、そのハードウェア
機能ほど重要ではないからです。オプション Dは不正解です。異なるオペレーティングシ
ステムを実行しても、バックグラウンダーノードのパフォーマンスは本質的には向上せ

ず、互換性の問題が発生する可能性があります。

最新問題: 59
多数のユーザー同時実行と広範なデータ分析ニーズを持つ大企業が Tableau Serverを構
成しています。このシナリオに最も適したプロセス数の構成は何ですか?
A.サーバーの負荷を軽減するために、バックグラウンダーと VizQLプロセスを最小限の数
に設定する

B.データサーバープロセス数を最大化し、他のプロセスを最小限に抑える
C.ユーザーの同時実行性とデータ分析のニーズをサポートするために、VizQL、データ
サーバー、バックグラウンダープロセスの数をバランスさせる

D.バックグラウンダープロセスの数を増やすことだけに焦点を当てる
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Answer: C (メーッセージを残す)
VizQL、データサーバー、およびバックグラウンダープロセスの数のバランスをとって、
ユーザーの同時実行性とデータ分析のニーズに対応します。VizQL、データサーバー、およ
びバックグラウンダープロセスのバランスの取れた構成により、高いユーザーの同時実行

性とデータ処理需要を効率的に処理し、パフォーマンスと応答性を最適化できます。オプ

ション Aは不正解です。最小限の構成では、高いユーザー需要によりパフォーマンスのボ
トルネックが発生する可能性があるためです。オプション Bは不正解です。データサー
バープロセスのみに焦点を当てると、視覚化とバックグラウンドタスクのニーズが無視さ

れるためです。オプション Dは不正解です。バックグラウンダープロセスのみに焦点を当
てると、ユーザー操作とデータクエリのニーズが無視されるためです。

最新問題: 60
大規模な組織では、複数の Tableau Serverインスタンスを 1つのサーバーに統合すること
を計画しています。統合を成功させるために最も重要な考慮事項は何ですか?
A.移行期間を最小限に抑えるためにすべてのサーバーを同時に統合する
B.各サーバーのデータソース、ユーザー権限、コンテンツの統合を徹底的に計画する
C.統合によるユーザーへの影響ではなく、技術的な側面のみに焦点を当てている
D.統合プロセスを開始する前に、他のすべてのサーバーを直ちに廃止する
Answer: B (メーッセージを残す)
各サーバーのデータソース、ユーザー権限、コンテンツの統合を徹底的に計画するデータ

ソース、ユーザー権限、コンテンツの統合方法を慎重に計画することは、すべての要素が新

しい統合サーバー内で一貫して機能し、ユーザーや業務運営の中断を最小限に抑えるため

に不可欠です。

オプション Aは不正解です。すべてのサーバーを同時に統合すると負担が大きくなり、重
大な問題が発生する可能性があります。オプション Cは不正解です。ユーザーへの影響を
無視すると、アクセスの問題や不満が生じる可能性があります。オプション Dは不正解で
す。統合前に他のサーバーを廃止すると、進行中の運用やデータへのアクセスが中断され

る可能性があります。

最新問題: 61
ある企業は Tableau Cloudに移行していますが、オンプレミスのデータベースにはまだ重
要なデータが残っており、リアルタイムでアクセスする必要があります。これらのデータ

ソースを Tableau Cloudと統合するための最適なソリューションは何でしょうか。
A. Tableau Builderを活用してリアルタイムのデータ統合を実現する
B. Tableau Bridgeを実装してオンプレミスデータベースへのライブ接続を確立する
C. Tableau Cloudを使用する前に、オンプレミスのすべてのデータをクラウドに移行しま
す。

D.オンプレミスのデータ統合には Tableau Cloudのネイティブ機能のみを利用する
Answer: B (メーッセージを残す)

https://www.jpnpdf.com/Tableau.TCA-C01.v2024-12-21.q73-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Tableau.TCA-C01.v2024-12-21.q73-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Tableau.TCA-C01.v2024-12-21.q73-mondaishu.html


Tableau Bridgeを実装して、オンプレミスデータベースへのライブ接続を確立しま
す。Tableau Bridgeは、Tableau Cloudからオンプレミスデータへのリアルタイムアクセ
スを可能にするために特別に設計されており、このシナリオに最適なソリューションで

す。オプション Aは不正解です。Tableau Prep Builderはデータの準備に使用され、オンプ
レミスデータソースへのライブ接続を確立するために使用されるわけではないためです。

オプション Cは不正解です。すべてのデータをクラウドに移行することは、すべての企業
にとって実現可能または望ましいとは限らないためです。オプション Dは不正解で
す。Tableau Cloudのネイティブ機能には、Tableau Bridgeを使用せずにオンプレミス
データベースに直接ライブデータ接続する機能は含まれていないためです。

有効な TCA-C01問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい TCA-C01試験問
題集！ GoShiken.comが最新の TCA-C01試験問題集を提供しています。
GoShiken.com TCA-C01試験問題は最新で、解答が正確でございます。最新の
GoShiken.com TCA-C01問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Tableau/TCA-C01-mondaishu.html (20230%OFF問題集溶と

正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 62
Tableau Server環境でオペレーティングシステムとハードウェア関連のメトリクスを収
集および分析してパフォーマンスを向上させるには、どのような戦略が推奨されますか?
A.ハードウェアとオペレーティングシステムのメトリクスについては、Tableau Serverの
内部監視ツールのみに依存します。

B. CPU使用率、メモリ、ディスク容量、ネットワークアクティビティなどの指標を追跡す
る包括的なシステム監視ツールを活用する

C. Tableau Serverのパフォーマンスに最も影響を与えるネットワークアクティビティの
追跡にのみ焦点を当てます。

D.傾向分析のために毎週末にシステムメトリックを手動で記録する
Answer: (解答を表示する)
CPU使用率、メモリ、ディスク容量、ネットワークアクティビティなどのメトリクスを追
跡する包括的なシステム監視ツールの利用 Tableau Server環境でパフォーマンスを向上
させるための推奨戦略は、包括的なシステム監視ツールを使用することです。このツール

は、CPU使用率、メモリ使用率、ディスク容量、ネットワークアクティビティなどのさまざ
まな主要メトリクスを追跡する必要があります。これらのメトリクスは、ハードウェアと

オペレーティングシステムの健全性とパフォーマンスに関する貴重な洞察を提供し、潜在

的なボトルネックをタイムリーに特定して解決できるようにします。オプション Aは不正
解です。Tableau Serverの内部監視ツールのみに頼ると、オペレーティングシステムと
ハードウェア関連のメトリクスに関する完全な洞察が得られない可能性があります。
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オプション Cは不正解です。ネットワークアクティビティのみに焦点を当てると、パ
フォーマンスに影響する他の重要なシステムメトリックが見落とされてしまいます。オプ

ション Dは不正解です。システムメトリックを毎週手動で記録するのは非効率的であり、
プロアクティブなパフォーマンス管理に不可欠なリアルタイムの洞察が得られません。

最新問題: 63
大規模な Tableau Server展開で最適なパフォーマンスを確保するためのログ分析戦略を
設定するためのベストプラクティスは何ですか?
A.重大な問題を優先するために、ユーザーから報告された問題に応じてのみログを分析す
る戦略を実装します。

B.大量のデータを処理できるツールを使用して、異常を警告する自動ログ集計と分析を設
定します。

C.サーバーのパフォーマンスに影響を与えないように、スケジュールされたメンテナンス
期間中にのみログを分析します。

D.データソースや視覚化などのサーバーコンポーネントに基づいて、ログ分析タスクをさ
まざまなチームメンバーに委任します。

Answer: B (メーッセージを残す)
大量のデータを処理し、異常に対するアラートを生成できるツールを使用して、自動ログ

集計および分析を設定します。大規模な Tableau Server導入の場合、ベストプラクティス
は、大量のログデータを処理できるツールを使用して、自動ログ集計および分析を設定す

ることです。異常検出およびアラートメカニズムを備えた自動システムは、潜在的な問題

を効率的に特定できるため、管理者はパフォーマンスのボトルネックに積極的に対処でき

ます。オプション Aは不正解です。ユーザーから報告された問題に応じてログを分析する
だけでは、根本的な問題の特定と解決が遅れる可能性があります。オプション Cは不正解
です。メンテナンス期間中にのみログを分析すると、継続的な監視と新たな問題への迅速

な対応の機会を逃すことになります。オプション Dは不正解です。委任は戦略の一部にな
り得ますが、サーバー導入全体にわたる自動で包括的なログ分析の必要性に取って代わる

ものではありません。

最新問題: 64
ある多国籍企業が Tableau Cloudを導入しており、さまざまなデータプライバシー規制に
準拠しながら、さまざまな地域にわたるユーザーアクセスを安全に管理する方法を必要と

しています。最も適切な認証戦略は何ですか?
A.すべてのユーザーが単一のログインを共有してユニバーサルアクセスを実現
B.ユーザーグループごとに地域固有のローカル認証
C.地域のデータプライバシー法に準拠した集中型ID管理システムとの統合
D.ユーザーセッションごとにランダムにパスワードを生成する
Answer: C (メーッセージを残す)
地域のデータプライバシー法に準拠した集中型 ID管理システムとの統合この戦略では、
さまざまなデータプライバシー規制を満たすように設計された集中型システムを活用し

https://www.jpnpdf.com/Tableau.TCA-C01.v2024-12-21.q73-mondaishu.html
https://www.jpnpdf.com/Tableau.TCA-C01.v2024-12-21.q73-mondaishu.html


て、さまざまな地域にわたる安全で準拠したユーザーアクセス管理を保証します。オプ

ション Aは、単一の共有ログインではセキュリティが不十分で、地域のデータプライバ
シー法に準拠していないため、正しくありません。オプション Bは、地域固有のローカル認
証によって、断片化された一貫性のないアクセス制御が発生する可能性があるため、正し

くありません。オプション Dは、セッションごとにランダムにパスワードを生成する方法
は安全ですが、実用的ではなく、ユーザーフレンドリーではないため、正しくありません。

最新問題: 65
Tableau Serverの展開を構成する際に、特定のノードにバックグラウンダープロセスを割
り当てることにします。

バックグラウンダープロセスにノードを専用にする主な理由は何ですか?
A.バックグラウンダータスクで処理される機密データのセキュリティを強化する
B.リソースを大量に消費するタスクをユーザー操作から分離することでパフォーマンス
を向上させる

C.バックグラウンダーノードからデータベースサーバーへの直接アクセスを許可する
D.他のサービスに影響を与えずにバックグラウンダープロセスのメンテナンスと更新を
容易にするため

Answer: (解答を表示する)
リソースを大量に消費するタスクをユーザー向けの操作から分離してパフォーマンスを向

上する Tableau Serverでノードをバックグラウンダープロセス専用にするのは、主に、
データ抽出やサブスクリプションタスクなどのリソースを大量に消費するタスクをユー

ザー向けの操作から分離するためです。この分離により、システムリソースに対するバッ

クグラウンダーの要求がユーザーインターフェイスの応答性や効率性に影響を及ぼさな

いようにし、その逆も確実にすることで、パフォーマンスを最適化できます。オプション A
は不正解です。セキュリティは重要ですが、バックグラウンダープロセスにノードを専用

にする主な理由ではありません。オプション Cは不正解です。バックグラウンダーノード
からの直接データベースアクセスは、この構成決定の主な要因ではありません。オプショ

ン Dは不正解です。メンテナンスが容易になることは利点ですが、特定のノードでバック
グラウンダープロセスを分離する主な理由ではありません。

最新問題: 66
Tableauコンテンツをあるサーバーから別のサーバーに移行するためのスクリプトを作成
するときに重点を置くべきことは何ですか?
A.セキュリティを確保するために特定の環境でのみ動作するスクリプトを設計する
B.柔軟性があり、さまざまなサーバー構成やコンテンツタイプに対応できるスクリプトの
開発

C.移行プロセスにおいて、正確さよりも速度を優先するスクリプトの作成
D.制御を強化するために各ステップで手動介入を必要とするスクリプトを作成する
Answer: B (メーッセージを残す)
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柔軟性があり、さまざまなサーバー構成やコンテンツタイプを処理できるスクリプトの開

発スクリプトの柔軟性は、さまざまなサーバー構成やさまざまなコンテンツタイプに対応

し、さまざまな環境間でスムーズでエラーのない移行を実現するために不可欠です。オプ

ション Aは不正解です。スクリプトは特定の環境に限定されるのではなく、さまざまな環
境に適応できる必要があります。オプション Cは不正解です。データの損失や破損を防ぐ
ために、移行プロセスでは正確さが最も重要です。オプション Dは不正解です。スクリプト
の目的は手動介入を増やすことではなく減らすことです。

最新問題: 67
コマンドラインインターフェイス (CLI)を使用してWindowsシステムに Tableau Server
をインストールするプロセスで、インストールがスムーズに進むようにするために重要な

考慮事項は何ですか?
A.Windowsシステムでユーザーアカウント制御 (UAC)を一時的に無効にする
B.すべてのコマンドラインインストールコマンドが昇格された（管理者）権限で実行され
るようにする

C. Tableau Serverのインストール専用の新しいWindowsユーザーアカウントを作成す
る

D.Windowsシステムに必要なすべてのデータベースドライバーを事前にインストールす
る

Answer: B (メーッセージを残す)
すべてのコマンドラインインストールコマンドが昇格された (管理者)権限で実行される
ようにする CLIを使用して Tableau ServerをWindowsにスムーズにインストールするに
は、すべてのインストールコマンドが昇格された (管理者)権限で実行されるようにするこ
とが重要です。管理者権限でコマンドを実行すると、インストーラーがシステムリソース

に十分にアクセスでき、Tableau Serverをインストールして構成する権限があることが保
証されます。オプション Aは、UACを完全に無効にすることは推奨されておらず、システ
ムをセキュリティリスクにさらす可能性があるため、正しくありません。オプション C
は、インストール専用の新しいWindowsユーザーアカウントを作成することは、Tableau
Serverをインストールするための標準要件ではないため、正しくありません。オプション
Dは、データベースドライバーの事前インストールは接続には重要ですが、Tableau
Serverのインストールプロセスの直接的な部分ではないため、正しくありません。

最新問題: 68
多数の同時 Tableauユーザーと複雑なデータセットを持つ企業が Tableau Serverを導入
する予定です。このシナリオに最も適したノード数の構成は何ですか?
A.単一ノードを構成してすべてのプロセスを一元化し、管理を簡素化する
B.バックグラウンドタスク用とユーザーインタラクション用の 2つのノード構成を設定
する

C. VizQL、バックグラウンダー、データサーバープロセス専用のノードを使用したマルチ
ノード構成の実装

https://www.jpnpdf.com/Tableau.TCA-C01.v2024-12-21.q73-mondaishu.html


D.特定の要求や使用パターンに関係なく、4ノード構成を使用する
Answer: C (メーッセージを残す)
VizQL、バックグラウンダー、およびデータサーバープロセス専用のノードを使用してマ
ルチノード構成を実装します。マルチノード構成により、さまざまなプロセスをノード間

で効率的に分散できるため、多数のユーザーと複雑なデータセットのパフォーマンスとス

ケーラビリティが向上します。オプション Aは不正解です。単一のノードでは、多数の同時
ユーザーの負荷を効果的に処理できない可能性があります。

オプション Bは、大規模な展開のニーズを単純化しすぎて、パフォーマンスのボトルネッ
クを引き起こす可能性があるため、正しくありません。オプション Dは、ノード数は任意の
数ではなく、特定の需要に基づく必要があるため、正しくありません。

最新問題: 69
Tableau Serverにデータベース暗号化を実装する場合、保存中の機密データを保護するた
めに不可欠な手順はどれですか?
A. Tableau Serverとそのデータベース間で転送されるすべてのデータに対して SSL暗号
化を有効にする

B. Tableau Serverで使用されるデータベースでの透過的データ暗号化 (TDE)の構成
C. Tableau Serverデータをホストするデータベースサーバーを保護するための専用ファ
イアウォールの設定

D. Tableau Serverで使用されるデータベースユーザーのパスワードを定期的に変更する
Answer: B (メーッセージを残す)
Tableau Serverが使用するデータベースで透過的データ暗号化 (TDE)を構成する Tableau
Serverが使用するデータベースで透過的データ暗号化 (TDE)を構成することは、保存デー
タの暗号化に不可欠です。TDEにより、データベースに保存されているデータが暗号化さ
れ、特に物理ストレージメディアが侵害された場合に、不正アクセスや侵害から保護され

ます。オプション Aは不正解です。SSL暗号化は転送中のデータを保護し、データベース
に保存されているデータは暗号化しません。オプション Cは不正解です。ファイアウォー
ルはネットワークセキュリティにとって重要ですが、データベースに保存されているデー

タは暗号化しないからです。オプション Dは不正解です。パスワードを定期的に変更する
ことは、セキュリティ上の優れた方法ですが、データベースに保存されているデータの暗

号化とは直接関係しません。

最新問題: 70
Linuxシステムに Tableau Serverをインストール中に、権限の問題を示すエラーメッセー
ジが表示されて失敗しました。この問題を解決するために最初に実行すべき手順は何です

か?
A. Tableau Serverのクリーンな環境を確保するために Linuxオペレーティングシステム
を再インストールする

B. Tableau Serverがインストールされているファイルとディレクトリの権限の確認と変
更
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C. Linuxサーバーに割り当てられたRAMとCPUリソースを増やす
D. Linuxサーバーを別のファイルシステムを使用するように構成する
Answer: (解答を表示する)
Tableau Serverがインストールされているファイルとディレクトリの権限の確認と変更
Linuxへの Tableau Serverのインストール中に権限の問題が発生した場合、最も重要な最
初の手順は、Tableau Serverがインストールされているファイルとディレクトリの権限を
確認して変更することです。

権限の問題は Linux環境ではよくあることであり、Tableau Serverインストールディレク
トリに適切な権限があることを確認することは、インストールを正常に行うために不可欠

です。オプション Aは、Linuxオペレーティングシステムを再インストールすることは権
限の問題を解決するには過剰な手段であるため、正しくありません。オプション Cは、ハー
ドウェアリソースを増やしても権限関連のインストールエラーに対処できないため、正し

くありません。オプション Dは、ファイルシステムの変更は権限の問題とは無関係であ
り、Tableau Serverのインストールの問題に対する標準的なトラブルシューティング手順
ではないため、正しくありません。

最新問題: 71
Tableau Serverからの観測可能性データを分析した結果、特定のダッシュボードの応答時
間が他のダッシュボードよりも一貫して長いことがわかりました。この発見に対して最初

にどう対応すべきでしょうか?
A.複雑さを簡素化するために、すべての低速ダッシュボードを再設計することを推奨しま
す。

B.特定のダッシュボードを調べて、非効率的な計算、複雑なクエリ、または大きなデータ
ソースがないかどうかを確認します。

C. Tableau Serverへのメモリ割り当てを増やしてダッシュボードの応答時間を改善する
D.ピーク時間帯にダッシュボードを使用しないようにユーザーにアドバイスする
Answer: B (メーッセージを残す)
特定のダッシュボードを調べて、非効率的な計算、複雑なクエリ、または大規模なデータ

ソースがないか確認する特定のダッシュボードで応答時間が一貫して長い場合、最初の対

応として、これらの特定のダッシュボードを調べて、非効率的な計算、過度に複雑なクエ

リ、または大規模なデータソースの使用などの潜在的な問題がないか確認する必要があり

ます。これらの側面に対処すると、ダッシュボードのパフォーマンスが大幅に向上する可

能性があります。オプション Aは不正解です。ダッシュボードを詳細に分析して特定の非
効率性を特定した後にのみ、完全な再設計を検討する必要があります。オプション Cは不
正解です。メモリ割り当てを増やすことは、ダッシュボードの設計と構成に関連する特定

の問題に対処できない可能性があるより広範なアプローチであるためです。オプション D
は不正解です。特定のダッシュボードを使用しないようにユーザーにアドバイスしても、

根本的なパフォーマンスの問題が解決されないためです。
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最新問題: 72
大規模な Tableau Server展開の場合、最適なパフォーマンスを維持するためにサーバー
プロセスメトリックを収集および分析するための最も効果的な戦略は何ですか?
A.ピーク時のCPUとメモリの使用状況の分析のみに焦点を当てる
B. CPU、メモリ、ディスクI/O、ネットワークアクティビティなど、さまざまなメトリック
をさまざまな時間にわたって追跡する包括的な監視ツールを実装する

C.毎日の終わりにサーバーのパフォーマンスメトリックを手動でチェックする
D.ユーザーのフィードバックに基づいて、特定のサーバープロセスメトリックをいつ
チェックするかを決定します。

Answer: B (メーッセージを残す)
CPU、メモリ、ディスク I/O、ネットワークアクティビティなど、さまざまなメトリックを
さまざまな時間帯にわたって追跡する包括的な監視ツールを実装する大規模な Tableau
Server導入環境を効果的に保守するには、CPU使用率、メモリ、ディスク I/O、ネットワー
クアクティビティなど、さまざまなプロセスメトリックを追跡する包括的な監視ツールを

使用するのが最善の戦略です。このアプローチにより、サーバーのパフォーマンスを総合

的に把握し、さまざまな領域のボトルネックを特定して、より効果的なチューニングと最

適化を行うことができます。オプション Aは不正解です。ピーク時の CPUとメモリの使用
率だけに焦点を当てると、他の重要なメトリックやピーク時以外のパフォーマンスの問題

を見落とす可能性があります。オプション Cは不正解です。メトリックを毎日手動で確認
するのは非効率的であり、パフォーマンスの問題に関するリアルタイムの洞察が得られな

い可能性があります。

オプション Dは不正解です。サーバープロセスの監視にユーザーフィードバックのみに
依存するのは事後対応的であり、根本的な問題の特定が遅れる可能性があるからです。

最新問題: 73
Tableau Serverの負荷テスト戦略を開発する際に、包括的なテストを確実に行うために考
慮するべき重要な側面は何ですか?
A.負荷がかかった状態でのパフォーマンスを確認するために、使用率の高い単一のダッ
シュボードを使用してサーバーをテストします。

B.ダッシュボードの表示、ワークブックの公開、抽出の更新など、さまざまなユーザーアク
ティビティをシミュレートします。

C.データソースの接続速度のみをテストして、サーバー全体のパフォーマンスを判断しま
す。

D.管理ユーザーのみでテストを実行し、特権アクティビティに対するサーバーの応答を評
価する

Answer: B (メーッセージを残す)
ダッシュボードの表示、ワークブックのパブリッシュ、抽出の更新など、さまざまなユー

ザーアクティビティのシミュレーション Tableau Serverの包括的な負荷テスト戦略に
は、さまざまなユーザーアクティビティのシミュレーションを含める必要があります。こ

れには、ダッシュボードの表示、ワークブックのパブリッシュ、抽出の更新などのタスクが
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含まれます。このアプローチにより、さまざまな種類の要求とユーザー操作にわたって

サーバーのパフォーマンスを徹底的に評価し、その機能と制限をより現実的に評価できま

す。オプション Aは不正解です。単一のダッシュボードのみでテストすると、ユーザーが
サーバー上で実行するさまざまなアクティビティが考慮されません。オプション Cは不正
解です。データソースの接続速度のみに焦点を当てると、サーバーのパフォーマンスの他

の重要な側面が無視されます。オプション Dは不正解です。管理ユーザーのみでテストを
実行すると、通常の動作条件下でのサーバーのパフォーマンスを理解するために不可欠

な、一般ユーザーの一般的なアクティビティが再現されないためです。
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